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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
原
油
の
高
騰
や
世
界
金
融

不
安
な
ど
、
わ
が
国
は
厳
し
い
経
済

環
境
に
陥お

ち
い

り
ま
し
た
。
国
民
生
活
に
も

深
刻
な
影
響
が
あ
る
と
憂
慮
し
て
い
ま

す
。
自
治
体
も
税
収
の
落
込
み
は
避
け

ら
れ
ず
、
今
後
、
緊
縮
財
政
の
中
で
舵

取
り
を
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
状
況

で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
秩
父
市
で
は
改
め
て

「
環
境
重
視
・
経
済
回
生
」
の
基
本
理

念
を
尊
重
し
、
効
率
的
か
つ
重
点
的
な

政
策
を
実
施
し
、
厳
し
い
荒
波
を
乗
り

切
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
新
た
な
広
域
連
携
の
構
築
に

取
り
組
み
ま
す
。
小
さ
な
自
治
体
が

全
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
揃

え
、維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
総
務
省
の
「
定
住
自
立
圏
構

想
」
の
先
行
自
治
体
と
し
て
指
定
さ
れ

た
秩
父
市
が
、
周
辺
自
治
体
と
協
定
を

結
び
、
国
の
財
政
的
な
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
地
域
医
療
の
充
実
、
公
共
交
通

網
の
整
備
、
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

設
置
な
ど
、
圏
域
全
体
と
し
て
発
展
し

て
い
く
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
源
流
域
の
自
治
体
と
し
て
の

責
務
を
自
覚
し
、埼
玉
県
初
と
な
る「
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
の
計
画
策
定

を
進
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
す

る
と
と
も
に
後
世
へ
と
し
っ
か
り
受
け

継
い
で
い
く
た
め
の
取
組
み
を
前
進
さ

せ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、「
子
育
て
支
援
・
元
気
長
寿

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
子

育
て
す
る
人
が
喜
び
を
実
感
で
き
る

「（
仮
称
）こ
ど
も
遊
園
地
」を
別
所
地
区

に
整
備
中
で
、
４
月
に
は
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。学
校
整
備
も
進
め
、高
篠

小
学
校
の
新
築
、
秩
父
第
二
中
学
校
の

大
規
模
改
修
な
ど
教
育
施
設
の
充
実
に

も
引
き
続
き
重
点
的
に
投
資
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

は
、
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。「
芝
桜
の
丘
」
は
、

今
や
全
国
的
な
観
光
地
と
し
て
定
着

し
ま
し
た
が
、
次
は
、“
西
の
丘
に
も

１
０
０
万
人
”
を
目
標
に
、
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
内
に
「
花
の
回
廊
」
を
整
備
す

る
ほ
か
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
も
冒
険

し
な
が
ら
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
築
け

る
体
験
学
習
型
施
設
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
秩
父
夜
祭
を
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
べ
く

決
意
を
表
明
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
も
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し

た
。
登
録
に
成
功
す
れ
ば
、
秩
父
の
誇

り
を
世
界
に
発
信
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
で

き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
、

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
、
太
白
い
も
、
ち

ち
ぶ
山
ル
ビ
ー
な
ど
、
秩
父
の
特
色
あ

る
農
産
物
と
商
工
業
と
の
連
携
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
を
し
て
い
く
こ

と
で
、
秩
父
独
自
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
ま
も
な
く
４
年
が
経
過
し

ま
す
。
地
域
間
の
交
流
が
促
進
さ
れ
、

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
は
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
人
の
交
流
が

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
を
支

え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
山
間
集

落
で
は
、高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。
行
政
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
市
域
の
隅
々
ま
で
サ
ー

ビ
ス
を
行
き
届
か
せ
る
と
と
も
に
、
職

員
の
意
識
改
革
を
一
層
進
め
て
い
く
所

存
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
「
助
け
あ
い　

温
も
り
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
希
望
に
溢
れ
た
輝
か
し
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

春
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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「
子
育
て
支
援
・
元
気
長
寿
の
ま
ち
」

秩
父
市
長



市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。❸

～プレイバック２００８～
新年にあたり、昨年（平成20年）における主な秩父市の出来事を四季に分けて振り返りました。

１月：❶長年の念願だった秩父第一中学校
の校舎が完成。その後、学区内の市民を対
象にお披露目会が開催され、多くの方が見
学に訪れました。

【冬】

３月：２例目の都市宣言として、明日の笑
顔は世代をこえて！「子育て支援・元気長
寿のまち」宣言を行い、少子高齢化社会に
向けた対策について、市の基本姿勢を明ら
かにしました。❷川瀬祭の笠鉾・屋台８基を
市指定民俗文化財として指定しました。
４月：❸1300年前に和銅を朝廷に献上した
ことを記念して、駅名が「和銅黒谷駅」に
改称され、和銅開珎モニュメントが設置さ
れました。❹子どもやお年寄りを中心とし
た足の確保のため、秩父市営バス「ぬくも
り号」の運行を開始するとともに、新規バ
ス路線秩父吉田線を開設しました。
５月：❺ゴールデンウィークにおける全国
主要行楽地の人出数として、「芝桜の丘」
が９位にランクされました。全期間の来訪
者数は100万人には及ばなかったもの、３
年連続でベストテン入りを果たしました。

【春】

６月～７月：❻吉田・大田地区のデマンド
乗合タクシーや社会福祉協議会により太田
部地区に「まごころ号」が運行され、交通
環境の利便性が向上しました。❼市街地の
下を流れる「武甲山伏流水」が平成の名水
百選に選定され、名水の里として秩父市の
知名度が向上しました。
７月～８月：❽地元高校生を中心に多くの
市民に支えられ、彩夏到来08埼玉総体（相
撲・登山・自転車ロード）が開催されました。

【夏】

９月：❾県内唯一の公道を走る自転車レー
ス「秩父宮杯埼玉県自転車道路競走大会」
が開催されました。秩父宮様の冠をいただ
いたこの大会では、実に31年ぶりに選手が
市内を駆け抜けました。また、国の推薦で、
埼玉県で初めて「バイオマスタウン構想」
を策定する自治体に選ばれました。
10月：総務省の進める「定住自立圏」の先行
実施団体として、全国20市の中心市の一つ
に、秩父市が選定されました。
11月：10秩父夜祭をユネスコの世界無形文
化遺産に登録する活動にチャレンジするこ
とを表明し、秩父夜祭に向け気運を盛り上
げるよう市民に呼びかけました。

【秋】

通院や買い物の足を確保！ 完成した秩父第一中学校校舎

武甲山伏流水が「平成の名水百選」に！ ８基の笠鉾・屋台が市指定民俗文化財に！

全国の高校生アスリートたちが集結 和銅黒谷駅に設置されたモニュメント

31年ぶりに秩父宮様ゆかりの地で開催 市営バス「ぬくもり号」運行開始！

世界無形文化遺産登録に挑戦！ 多くの人を魅了する「芝桜の丘」

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10



2009年1月号

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

❹

萩原　妙子 氏
（大野原）

　

11
月
20
日
に
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
平
成
20
年
度
埼
玉
県
統
計

統
計
調
査
功
労
に
対
す
る

感
謝
表
彰
・
県
知
事
表
彰

●
健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活
動

　

靏
見　

正
子 

氏

　

靏
見
正
子
氏
（
下
吉
田
）
は
、
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
に
加
入
以
来
、

各
種
料
理
講
習
会
に
参
加
す
る
ほ
か
、

独
居
老
人
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

と
と
も
に
、
後
輩
の
育
成
指
導
や
地
域

の
健
康
増
進
に
寄
与
し
、
地
産
地
消
と

食
育
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
お
や
つ
を
配
食
す
る
な
ど

の
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

鎗
田　

久
子 

氏

　

鎗
田
久
子
氏
（
蒔
田
）
は
、
30
年
前

か
ら
町
内
、
東と

う
ま
き蒔

地
区
の
歩
道
の
空
缶

拾
い
や
除
草
作
業
等
の
環
境
美
化
活
動

を
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
歩

道
は
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
生

や
高
校
生
に
大
変
感
謝
さ
れ
、
地
域
の

模
範
で
あ
り
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
の

生
き
た
社
会
教
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
沢　

正
明 

氏

　

黒
沢
正
明
氏
（
宮
側
町
）
は
、
25
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
周
辺
道
路
の

清
掃
を
行
い
、
病
院
に
通
院
さ
れ
る
方

や
高
齢
者
の
方
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
出
さ
れ
た
ご
み
の
整
頓

や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
、
登
下

校
時
の
児
童
に
対
す
る
防
犯
活
動
を
行

う
な
ど
、
町
内
に
善
意
の
輪
が
拡
が
り
、

地
域
住
民
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
山
田
町
会
環
境
を
守
る
会

　

中
山
田
町
会
環
境
を
守
る
会
（
坂
本

政
太
郎
代
表
）
は
、
町
内
周
辺
に
札
所

が
多
い
こ
と
か
ら
、
大
勢
の
お
遍
路
さ

ん
が
地
域
を
訪
れ
る
た
め
、
気
持
ち
良

く
巡
礼
旅
が
で
き
る
よ
う
に
巡
礼
路
の

清
掃
や
除
草
活
動
を
行
い
、
観
光
振
興

の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
世
帯
の
生
垣
清
掃
、
小
中
学
校
施

設
の
清
掃
、
防
犯
活
動
に
よ
り
地
域
の

表
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介

　

次
の
方
々
や
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

富田　洋子 氏
（上野町）

多比羅昌子 氏
（品　沢）

浅賀　信子 氏
（中　町）

功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
浅
賀
信
子

氏
（
中
町
）
が
経
済
産
業
省
所
管
統
計

調
査
功
労
に
対
す
る
感
謝
表
彰
を
、
多

比
羅
昌
子
氏（
品
沢
）、富
田
洋
子
氏（
上

野
町
）、
萩
原
妙
子
氏
（
大
野
原
）
が

県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
賀
氏
は
、
昭
和
63
年
以
来
51
回
の

各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
こ
の
う

ち
工
業
や
商
業
の
統
計
調
査
な
ど
経
済

産
業
省
所
管
統
計
調
査
に
27
回
従
事
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
比
羅
氏
は
、
平
成
６
年
以
来
35
回

の
工
業
統
計
調
査
な
ど
各
種
統
計
調
査

に
従
事
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
同
様
に
、
富
田
氏
は
平
成
元
年
以

来
29
回
、
萩
原
氏
は
平
成
５
年
以
来
22

回
の
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

安
心
安
全
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
想
う
活
動

　

吉
田
ほ
た
る
の
郷
の
会

　

吉
田
ほ
た
る
の
郷
の
会
（
福
田
行
夫

代
表
）
は
、
自
然
環
境
を
守
り
、
蛍
を

介
し
た
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
に
会
を
設
立
さ
れ
、
休
耕
田

を
活
用
し
て
養
殖
場
を
増
設
し
、
地
域

内
各
所
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
蛍

の
保
護
や
啓
蒙
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど

も
と
家
族
の
ふ
れ
あ
い
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
県
民
の
日
」
記
念
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
秩
父
第
二

中
学
校
３
年
福
井
純じ

ゅ
ん

矢や

さ
ん
の
書
い
た

「
お
ら
が
自
慢
の
ち
ち
ぶ
弁
」
が
、
応

募
作
品
１
，
７
６
０
作
品
の
中
か
ら
、

見
事
に
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
作
文
を
朗
読
し
、
上
田
知
事
か

ら
直
接
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最優秀賞に輝いた福井さん

「
県
民
の
日
」記
念
式
典

に
お
け
る
表
彰

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞



　

松
本
賢
治
氏
（
大
野
原
）
は
、
11
月

21
日
、
明
治
神
宮
参
集
殿
で
行
わ
れ
た

日
本
善
行
会
主
催
の
秋
季
善
行
表
彰
式

で
、
成
人
善
行
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
善
行
賞
と
は
、
社
会
や
地
域
へ
の

顕
著
な
徳と

っ

行こ
う

を
行
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る

賞
で
す
。

　

松
本
氏
は
、
会
社
勤
務
の
身
で
あ
り

な
が
ら
、
妻
の
看
護
を
20
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
献
身
的
に
行
う
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
育
児
や
教
育
に
対
し
て
も
懸

命
に
あ
た
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
町
会

の
役
員
も
務
め
る
な
ど
、
地
域
社
会
の

振
興
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
こ

と
が
、
他
の
模
範
と
な
る
善
行
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
た
び
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

栗
原
市
長

に
受
賞
報
告

に
訪
れ
た
際

に
は
、
こ
れ

ま
で
の
労
苦

に
対
す
る
労

い
の
言
葉
が

か
け
ら
れ
ま

し
た
。

❺
ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています

～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～

日 月 火 水 木 金 土
1/１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
2/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
１月８日・22日
２月12日 １月25日 元日～１月３日、および

1月25日を除く土・日・祝
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明書、所得課税証明書などの
発行

③転入、転出・転居届等の業務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、高齢
者医療に関する業務

⑥保育所、児童手当等、子育て支
援等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税証
明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

納期限 ２月２日㈪

税　目
市・県民税 第４期分

国民健康保険税 第７期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。

口座振替を利用している方は、
納期限の日に振り替えますので
預貯金の残高をご確認ください。
問収納課　☎２２－２２１０

　

11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
、
新
人
体

育
大
会
兼
県
民
総
合
体
育
大
会
県
大
会

相
撲
の
部
（
団
体
）
に
お
い
て
、
秩
父

第
一
中
学
校
相
撲
部
が
、
見
事
に
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　国民健康保険税（以下、「国保税」）を、年金からお支払いい
ただいている方の中で、口座振替での支払いを希望される方は、
口座振替に変更できることになりました。
　なお、１月30日㈮までに手続きをされると、平成21年４月分
の年金からのお支払い（天引き）が中止され、７月から口座振
替でのお支払いとなります。
※お支払いいただく国保税の総額は変わりません。　
基準の変更　従前は、過去２年間の国保税の納め忘れがなかっ
た方が口座振替で支払う場合に限って口座振替をすることがで
きましたが、こうした限定がなくなりました。
※１月30日㈮を過ぎて申請をされた場合は、６月分以降の年金
からの天引きが中止されます。
手続きの場所　課税課または吉田・大滝・荒川総合支所総務課
持参するもの
①振替口座の預金通帳　②通帳のお届け印　③保険証
※口座振替依頼書の提出が必要となりますので①～③を必ず持
参してください。
その他　口座振替に変更された場合、年末調整や確定申告にお
ける社会保険料控除は、口座振替で支払った方に適用されます。
これにより、世帯全体の所得税や住民税が減額となる場合があ
ります。
問課税課国民健康保険税担当
　☎２２－２２１１内線１２７６

国民健康保険税に関するご案内
～平成21年度からお支払い方法が選択できます～

　

大
会
で
は
、
予
選
を
順
調
に
勝
ち
抜

き
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
お
い
て

も
部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
し
た
。

秩
父
勢
同
士
の
戦
い
と
な
っ
た
横
瀬
中

学
校
と
の
決
勝
戦
で
は
、
気
迫
に
勝
る

秩
父
第
一
中
学
校
が
勝
利
し
、
見
事
に

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
部

員
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
大
会
に
お
け
る

活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

優勝した秩父一中の皆さん

秩
父
一
中
相
撲
部

県
大
会
で
優
勝

特別徴収対象者の皆さんへ 成
人
善
行
表
彰
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Ａ
市
立
病
院
の
医
師
は
18
人
い
ま
し
た

が
、
地
域
の
救
急
病
院
が
７
院
か
ら

３
つ
減
る
中
で
、
現
在
、
1₄
人
の
医

Ｑ
市
立
病
院
の
小
児
科
診
察
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
が
、
医
師
を
確
保
し
、

入
院
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
を
減
ら
す
た

め
、
年
間
約
₃₀
件
の
捕
獲
の
許
可
を

出
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
を

捕
獲
す
る
と
県
か
ら
委
託
金
が
交
付

さ
れ
る
ほ
か
、
猿
の
捕
獲
に
は
、
１

頭
あ
た
り
６
千
円
を
市
か
ら
支
給
し

て
い
ま
す
。
電
気
柵
の
設
置
に
は
上

限
1₀
万
円
、
防
護
柵
に
は
上
限
５
万

Ｑ
有
害
鳥
獣
、特
に
イ
ノ
シ
シ
、鹿
の

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
ち
ち
ぶ
太た

い
は
く白

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
よ

う
に
、
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な

い
よ
う
な
人
気
作
物
も
秩
父
に
は
あ

り
ま
す
。
企
業
や
農
業
福
祉
会
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
、
特
産
品
を
活
か

し
た
農
地
の
体
制
づ
く
り
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

Ａ
影
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
導
入
路
か
ら

左
側
の
土
地
を
、
今
年
度
中
に
市
で

取
得
す
る
予
定
で
す
。
平
成
21
年
度

に
は
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

Ａ
防
災
訓
練
の
日
に
は
、
市
が
主
催
す

る
他
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
せ
ず
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
防
災
訓
練
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

↓
こ
の
質
問
を
受
け
て
、
平
成
21
年

度
の
防
災
訓
練
は
、
８
月
30
日
㈰

に
開
催
す
る
こ
と
を
早
期
に
決
定

し
ま
し
た
。

多
く
の
《
声
》
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
！

《
声
》

《
声
》

「
市
民
対
話
交
流
会
」
報
告

　

市
で
は
、
９
月
下
旬
か
ら
2₄
回
に
わ
た
り
﹁
市
民
対
話
交
流
会
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
各
町
会
の
役
員
会
や
各
種
団
体
の
会

議
等
に
、
市
長
を
始
め
、
市
の
幹
部
職
員
が
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

直
接
“
生
の
声
”
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご

要
望
、
建
設
的
な
ご
提
言
な
ど
を
整
理
し
、
参
考
に
し
な
が
ら
、
平

成
2₁
年
度
予
算
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
や
ご
要
望
の

中
か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

師
で
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
対
応
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
、
救
急
棟
の
工

事
に
着
手
し
、
今
後
に
向
け
た
院
内

保
育
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
、
女

性
医
師
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
考
慮

し
な
が
ら
、
医
師
の
確
保
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
学
生
等

奨
学
金
制
度
を
継
続
し
、
長
期
的
な

視
点
で
も
医
師
確
保
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

円
の
補
助
制
度
を
設
け
て
助
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
へ

の
補
助
や
捕
獲
事
業
従
事
者
へ
の
補

助
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
議
会
で

も
特
別
委
員
会
を
設
け
る
な
ど
、
市

全
体
で
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
、
農
家
に

生
産
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
実
施
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
？

Ｑ
影
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
上
の
段
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
大
き
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
で
不
便
を
感
じ
て
い
ま

す
。
何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ｑ
防
災
訓
練
の
実
施
日
と
子
ど
も
の
球

技
大
会
が
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

同
じ
日
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

市政報告をする栗原市長

小児科の診察の様子

多くの町会で実施されている防災訓練



❼

Ａ
風
の
向
き
な
ど
で
、
防
災
無
線
が
聞

こ
え
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早

急
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
が
、
防

災
無
線
の
放
送
内
容
を
「
秩
父
市
安

心
安
全
メ
ー
ル
」
と
し
て
、
携
帯
電

話
な
ど
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
録

を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
防
災
無
線
の
音
声
が
聞
こ
え
づ
ら

い
と
き
が
あ
る
の
で
、
何
と
か
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
市
民
プ
ー
ル
の
跡
地
は
、「（
仮
称
）

こ
ど
も
遊
園
地
」
と
し
て
実
施
計
画

を
行
い
、
工
事
の
発
注
を
行
い
ま
し

た
。
今
春
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
、
現
在
工
事
中
で
す
。
な
お
、
室

内
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
は
、
ご
要
望

の
あ
っ
た
雨
天
時
に
も
遊
べ
る
施

Ｑ
別
所
の
市
民
プ
ー
ル
跡
地
を
公
園

と
す
る
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

設
を
設
け
て
あ
り
、
屋
外
に
も
一
部
、

雨
を
し
の
げ
る
屋
根
付
き
の
遊
具
を

設
け
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
平
成
18
年
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
の
受
信

状
況
調
査
を
行
い
、
19
年
度
か
ら
対

策
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
居
住

地
域
や
共
聴
組
合
ご
と
に
状
況
は
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
、
情
報
政

策
課
へ
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
現
在
、
地
上
波
の
難
視
聴
地
域
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
共
聴
組
合
の
共

同
受
信
施
設
に
よ
り
テ
レ
ビ
の
受
像

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル

に
移
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
市
と
し

て
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

Ａ
市
内
の
公
共
施
設
で
は
、
52
か
所
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ

Ｑ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
や
使
用
さ
れ

た
件
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

ま
た
、
操
作
講
習
会
は
開
催
し
て

い
ま
す
か
？

れ
ま
で
に
使
用
さ
れ
た
事
例
の
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
操
作
講
習

会
に
つ
い
て
は
、
秩
父
消
防
本
部
で

実
施
し
て
い
る
と
と
も
に
、
市
立

病
院
の
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
地
域
の
伝
統
芸
能
や
芸
術
面
等
で
熱

心
に
活
躍
す
る
小
中
学
生
に
、
子
ど

も
伝
統
芸
能
・
芸
術
文
化
伝
道
師
と

い
う
称
号
を
与
え
、
そ
の
活
動
を
高

く
評
価
す
る
制
度
を
設
け
、
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
面
の
が

Ｑ
龍
勢
祭
な
ど
の
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
、

小
中
学
生
に
対
す
る
後
継
者
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
か
？

ん
ば
り
を
認
め
る
た
め
、
子
ど
も
博

士
、
子
ど
も
学
士
お
よ
び
秩
父
大
好

き
ち
ち
ぶ
っ
子
認
定
証
の
制
度
が
あ

る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
に
対

し
て
、
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー

の
制
度
も
設
け
ま
し
た
。
研
究
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
に
熱
心
な
小
中
学
生
が

い
た
ら
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦
❖
♦

　

市
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
等
は
、

関
係
各
課
ま
た
は
広
報
広
聴
課
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
市
で
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

“
助
け
あ
い 

温
も
り
の
ま
ち
”
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
広
報
広
聴
課　

☎
22

－

２
５
０
５

各会場では多くのご意見等が寄せられました

「（仮称）こども遊園地」の屋外遊具イメージ

■市民の皆さんからいただいたご意見・ご要望は、下図
のとおり、各種会議等で検討が行われます。この検討
は、市民の皆さんの視点に立ち、満足度の高い事業を
実施できるように予算編成へ反映しています。

秩父市は、秩父夜祭のユネスコ世界無形文化遺産登録に向けてチャレンジしています！



こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
控
除
の
見
直
し

　

市
・
県
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
控
除

の
適
用
下
限
額
が
、
10
万
円
か
ら
５
千

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
控
除
対
象
額
で

あ
る
上
限
額
が
、
総
所
得
金
額
等
の

25
％
か
ら
30
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
計
算
方
法
は
表
４
の
と
お
り

で
す
。

※
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る
団
体
等

は
、
地
方
公
共
団
体
、
住
所
地
の
都

道
府
県
共
同
募
金
会
、
住
所
地
の
日

本
赤
十
字
社
の
支
部
で
す
。

　

納
税
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
目
的

で
、
平
成
21
年
10
月
以
降
に
支
給
さ
れ
る

公
的
年
金
か
ら
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に

か
か
る
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

（
年
金
か
ら
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
口
座

振
替
や
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
い
た

年
金
に
か
か
る
市
・
県
民
税
が
、
公
的

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方　

　

前
年
中
に
公
的
年
金
等
を
受
給
し
、

当
該
年
度
の
初
日
（
４
月
１
日
）
に
お

い
て
65
歳
以
上
の
方
で
、
公
的
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
公
的
年
金

　

国
民
年
金
法
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
、

旧
国
民
年
金
法
ま
た
は
旧
厚
生
年
金
保

険
法
に
よ
る
老
齢
年
金
等

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
１
つ
の
年

金
受
給
額
が
18
万
円
未
満
の
場
合

②
特
別
徴
収
さ
れ
る
べ
き
市
・
県
民

税
の
額
が
、
所
得
税
、
介
護
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢

❽

保
険
年
金
課
か
ら

2009年1月号

平
成
21
年
度
市
･
県
民
税
の

主
な
税
制
改
正
の
ご
案
内

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が

始
ま
り
ま
す
（
平
成
21
年
10
月
受
給
分
〜
）

者
医
療
保
険
料
を
控
除
し
た
後
の
年

金
額
を
超
え
る
場
合

特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額

　

特
別
徴
収
の
対
象
税
額
は
、
前
年
中

の
公
的
年
金
等
の
所
得
に
か
か
る
所
得

割
額
お
よ
び
均
等
割
額
で
す
。

※
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
に
か
か
る

市
・
県
民
税
額
は
、
表
１
の
方
法
で
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
法
は
、

表
２
・
３
の
と
お
り
で
す
。

寄
附
金
税
制
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
20
年
中
に
納
め
た
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
料
は
、
確
定
申
告
等
の
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類

①
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
さ
れ
た
方
（
本
人
の
み
）

・
年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
（
１
月
下
旬
ま
で
に
送
付
）

②
納
入
通
知
書
で
納
付
さ
れ
た
方
（
負

担
者
）

・
各
個
人
で
保
管
さ
れ
て
い
る
領
収
書

③
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た
方（
負
担
者
）

・
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
口
座
振
替
分
の

納
付
済
通
知
書（
１
月
下
旬
に
送
付
）

保
険
料
の
納
付
証
明
書
を
交
付

　

納
付
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
額
が
不
明
な
場
合
は
、
納
付
額
確
認

書
を
発
行
し
ま
す
。
本
人
ま
た
は
家
族

の
方
が
、
左
記
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
も
申
請
で
き

ま
す
が
、
納
付
額
確
認
書
は
後
日
の
送

付
に
な
り
ま
す
。

申
・
問
保
険
年
金
課
☎
22

－

２
２
１
１

　

内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
に
関
す
る

ご
案
内

表１　【公的年金以外の所得がある方の納付方法】
年金所得分税額 給与所得分税額 その他所得分税額

公的年金のみの方 年金から天引き ― ―
公的年金・給与所得（特
別徴収分）がある方 年金から天引き 給与から天引き ―

公的年金・給与所得（普
通徴収分）がある方 年金から天引き 納付書または口座振

替により納付 ―

公的年金・給与所得・
その他の所得がある方 年金から天引き

給与から天引きか、
納付書または口座振
替により納付

給与から天引きか、
納付書または口座振
替により納付

表２　【平成21年度および新たに特別徴収を開始する年度における徴収方法】
普通徴収 特別徴収

６月 ８月 10月 12月 ２月
年税額の
１／４

年税額の
１／４

年税額の
１／６

年税額の
１／６

年税額の
１／６

※年度前半（６月…第１期、８月…第２期）については、年税額の１／４ずつを納付書
や口座振替により納めていただきます。

※年度後半の年金支給月（10月、12月、２月）に、年税額の１／６ずつが年金から特別
徴収されます。

表３　【参考：平成22年度以降の特別徴収の時期および徴収方法】
仮　徴　収 本　徴　収

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

前年の10月からその翌年の３
月までに徴収した額の１／３
ずつを各月から仮徴収

年税額から仮徴収した額（４
月・６月・８月分）を控除し
た額の１／３ずつを各月から
徴収

公
的
年
金
を
受
給
中
の
皆
さ
ん
へ



❾

場
合
に
控
除
残
高
が
生
じ
る
方

※
Ａ
か
ら
Ｂ
を
引
い
た
金
額
が
あ
る
方

手
続
き

　

対
象
と
な
る
方
は
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

確
定
申
告
を
行
う
方
は

　

確
定
申
告
書
と
一
緒
に
税
務
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
行
わ
な
い
方
は

　

源
泉
徴
収
票
と
一
緒
に
市
役
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
行
う
方
と
行
わ
な
い
方

で
申
告
書
の
様
式
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
居
住
開
始
年

月
日
等
が
わ
か
る
書
類
（
年
末
調
整
の

際
に
提
出
す
る
記
入
済
み
の
「
給
与
所

得
者
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
税
制

の
見
直
し
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

個
人
の
方
が
都
道
府
県
や
市
町
村
に

対
し
て
５
千
円
を
超
え
る
寄
附
を
し
た

場
合
に
、
表
４
で
算
出
し
た
税
額
控
除

額
と
、
表
５
で
算
出
し
た
特
例
控
除
額

の
合
計
が
市
・
県
民
税
所
得
割
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

適
用
時
期　

平
成
20
年
中
の
寄
附
か
ら
対

象
に
な
り
ま
す
。（
平
成
21
年
度
分
以

後
の
市
・
県
民
税
か
ら
控
除
）

手
続
き　

領
収
書
を
添
付
し
て
、
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
寄
附
金
控
除

に
よ
る
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
は
、
平
成
19
年
に
行
わ
れ

た
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減
少
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
が
所
得
税
額

よ
り
大
き
く
な
り
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
に
入
居
し
た
方
に
限
り
、
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
を
、

申
告
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
の
市
・
県
民
税
所
得
割
額
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
末
ま
で
に
入
居

し
た
方
で
、
表
６
の
算
式
で
計
算
し
た

所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
い
分
を

市
･
県
民
税
か
ら
控
除
で
き
ま
す

　

関
東
信
越
税
理
士
会
秩
父
支
部
で
は
、

税
理
士
事
務
所
に
お
い
て
、
少
額
な

還
付
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
税
理

士
事
務
所
へ
事
前
に
電
話
連
絡
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
ご
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
低
額
な

料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事

前
連
絡
の
際
に
、
担
当
税
理
士
に
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
関
東
信
越
税
理
士
会
秩
父
支
部
事
務

局
☎
24

－

７
５
４
０

税
理
士
に
よ
る

所
得
税
の
還
付
申
告
無
料
相
談

書
」
の
写
し
等
）

※
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
」
は
、
課
税
課
、
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
総
務
課
お
よ
び
税
務

署
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限　

３
月
16
日
㈪

※
毎
年
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
市･

県
民
税
の
申
告
日
程
は
、

今
月
号
の
10
・
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
。

問
課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
２
７
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５

表４　【寄附金控除（税額控除）の計算方法】
寄附金控除の対象額
（上限額）

次の①と②のいずれか少ない金額－5,000円…　寄附金控除対象額
　①　寄附金の合計額　　　②　総所得金額等の合計額の30％

控除額の計算方法 次の金額が市・県民税所得割から控除されます。
寄附金控除対象額×10％　（市民税６％、県民税４％）

表５　【ふるさと納税に係る寄附金控除（特例控除額）の計算方法】

地方公共団体に寄附
した場合の特例控除
額の計算方法

（地方公共団体への寄附金の合計額－5,000円　）×（90％－０～40％）
…　特例控除額
※「０～40％」は、寄附者に適用される所得税の限界税率です。
※金額については、市・県民税所得割額の１割を限度とします。

表６　【控除残高の算式】
Ａ

－

Ｂ
次の①または②のいずれ
か少ない金額
①所得税に係る前年
分の住宅借入金等
特別控除額

②税源移譲前の税率
で計算した前年分
の所得税額

税源移譲後の税率で計算
した前年分の所得税額

【参考】税源移譲前と税源移譲後の所得税率
税源移譲前 税源移譲後

課税所得金額 税率 速算控除額 課税所得金額 税率 速算控除額

330万円以下 10％ 0円
195万円以下 5％ 0円

330万円以下 10％ 97,500円

900万円以下 20％ 330,000円
695万円以下 20％ 427,500円

900万円以下 23％ 636,000円

1,800万円以下 30％ 1,230,000円 1,800万円以下 33％ 1,536,000円

1,800万円超 37％ 2,490,000円 1,800万円超 40％ 2,796,000円

所得税額の求め方　　　所得金額―所得控除金額＝課税所得金額
課税所得金額×税率―速算控除額＝所得税額

ペットボトルのキャップで世界の子どもに「ポリオワクチン」を届けよう
市役所をはじめ、市内の公共施設やその他の施設、一部の医療機関などでキャップの回収を行っています

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
へ



2009年1月号

平成21年度申告受付・相談日程表

�

　平成₂1年度市･県民税の申告は、表のとおり地区別に各会場で行います。
　なお、申告に関するお知らせは、市報2月号に掲載します。
【秩父会場】

月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間
２月１３日（金） 浦山 浦山公民館 午前９時～午後１時
２月１６日（月） 久那 久那公民館

午前９時～午後４時

２月１７日（火） 宮本・巴・大沼・八幡 影森公民館２月１８日（水） 旭・栄
２月１９日（木） 上山田・下山田 高篠公民館２月２０日（金） 中山田・栃谷本・栃谷・定峰
２月２３日（月） 中寺尾・下寺尾 尾田蒔公民館２月２４日（火） 上寺尾・蒔田・田村
２月２５日（水） 諏訪

原谷公民館２月２６日（木） 宮崎・大野原
２月２７日（金） 上黒谷・下黒谷
３月　２日（月） 太田・伊古田 大田公民館３月　３日（火） 品沢・堀切・小柱
３月　４日（水） 日野田町・野坂町・滝の上町

歴史文化伝承館５階第１会議室

３月　５日（木） 上町
３月　６日（金） 中町・本町・宮側町・番場町・上野町・東町
３月　８日（日） 該当日に都合のつかない方
３月　９日（月） 道生町・中村町・阿保町
３月１０日（火） 近戸町・桜木町・金室町・永田町・柳田町
３月１１日（水） 熊木町・大畑町・上宮地町
３月１２日（木） 中宮地町・下宮地町・相生町・別所
３月１３日（金）

該当日に都合のつかない方３月１５日（日）
３月１６日（月）

【吉田会場】
月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月１６日（月） 吉田太田部 吉田小学校太田部分校 午前10時～正午
２月１７日（火） 上吉田（明ヶ平・小川・女形）

吉田高齢者生産活動センター

午前９時～午後４時

２月１８日（水） 上吉田（大波見・小川戸・塚越）
２月１９日（木） 上吉田（中島・千鹿谷・久形・女部田）
２月２０日（金） 上吉田（石間戸・大棚部・宮戸）
２月２３日（月） 吉田石間 吉田石間交流学習館
２月２４日（火） 吉田阿熊

吉田総合支所

２月２５日（水） 吉田久長（久長上）
２月２６日（木） 吉田久長（久長元・藤頼）
２月２７日（金） 下吉田（取方・桜井）
３月　２日（月） 下吉田（本町・上町・仲町・新志）
３月　３日（火） 下吉田（藤沢・関小暮）
３月　４日（水） 下吉田（新田原）
３月　５日（木） 下吉田（上野釜の上赤柴・橋倉）
３月　６日（金） 下吉田（布里田中・矢畑）
３月　８日（日） 該当日に都合のつかない方
３月　９日（月） 下吉田（井上）
３月１０日（火） 下吉田（椋本）３月１１日（水）
３月１２日（木）

該当日に都合のつかない方３月１３日（金）
３月１６日（月）



�
みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

【大滝会場】
月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月１６日（月） 強石 強石健康元気プラザ 午前９：30～11：30
大血川 大血川健康元気プラザ 午後１：30～３：30

２月１８日（水） 大輪 大輪コミュニティーセンター 午前９：30～11：30
神岡 神岡区集会所 午後１：30～３：30

２月１９日（木） 巣場 巣場区集会所 午前９：30～11：30
大達原 大達原区集会所 午後１：30～３：30

２月２０日（金） 落合 落合区公会堂 午前９：30～11：30
三峰 三峰コミュニティーセンター 午後１：30～３：30

２月２３日（月） 大久保・二瀬 大久保区集会所 午前９：30～11：30
上中尾 上中尾区集会所 午後１：30～３：30

２月２４日（火） 川又 川又公会堂 午前９：30～11：30
栃本 栃本会館 午後１：30～３：30

２月２５日（水） 三十槌 三十槌区集会所 午前９：30～11：30
小双里 小双里健康元気プラザ 午後１：30～３：30

２月２６日（木） 麻生 麻生区集会所 午前９：30～11：30
寺井 寺井区集会所 午後１：30～３：30

２月２７日（金） 鶉平 鶉平コミュニティーセンター 午前９：30～11：30
中津川・小倉沢 中津川区集会所 午後１：30～３：30

３月　２日（月） 中双里 中双里区集会所 午前９：30～11：30
３月　３日（火）

～

３月１６日（月）
該当日に都合のつかない方　　　　　　 大滝総合支所 午前９時～午後４時

日曜日の申告受付（平日に都合がつかない方の申告を受け付けます）
月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

３月　８日（日）
秩父市役所管内の方 歴史文化伝承館５階第１会議室

午前９時～午後４時
吉田総合支所管内の方 吉田総合支所
荒川総合支所管内の方 荒川総合支所

３月１５日（日） 秩父市役所管内の方 歴史文化伝承館５階第１会議室
※各会場とも、上記以外の休日（土・日・祝日）における申告受付は行いません。

【荒川会場】
月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月１６日（月） 名水久那

荒川総合支所 午前９時～午後４時

２月１７日（火） 石原（下石原・上石原・上田野北県住）２月１８日（水）
２月１９日（木）

若御子（栃久保・糀屋・船川・越・上田野県住）２月２０日（金）
２月２３日（月）
２月２４日（火） 上田野（事上・上半縄・下半縄・坂口）２月２５日（水）
２月２６日（木） 荒川日野（芦川・寺沢・下日野）２月２７日（金）
３月　２日（月） 荒川中央（大塚・松葉・小野原・鷺ノ巣・柴原・皆谷原住宅）
３月　３日（火） 下白久（豆早原・橋場・原）
３月　４日（水） 上白久（中野・青梅・上サ・白久住宅）
３月　５日（木） 日向（上郷・上平・反平・下郷）
３月　６日（金） 贄川（猪鼻・町分・古池・大指）
３月　８日（日）

該当日に都合のつかない方
３月　９日（月）

～

３月１３日（金）
３月１６日（月）
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身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
者
（
要
支

援
１
を
除
く
）
の
う
ち
、
身
体
障
が
い

者
と
同
等
程
度
の
方
に
、
申
請
に
よ
り

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交

付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
持
っ
て
税
務
署
ま
た

は
市
役
所
課
税
課
に
申
告
す
る
と
、
本

人
ま
た
は
扶
養
者
の
税
金
が
減
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対　

象　

　

平
成
20
年
中
に
要
介
護
１
〜
５
ま
た

は
要
支
援
２
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
65

歳
以
上
の
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
み
ど
り
の
手
帳
（
療
育

手
帳
）、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
っ
て
い
な
い
方
で
、
平
成
20
年
中

の
所
得
を
申
告
す
る
際
に
、
所
得
税
や

市
・
県
民
税
が
、
①
課
税
さ
れ
る
方
、

②
課
税
さ
れ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方

申
請
方
法

　

本
人
ま
た
は
代
理
人
が
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、
高
齢
者
介

護
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料

は
、
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
確
定
申
告

等
で
の
社
会
保
険
料
等
の
金
額
の
一
部

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方

の
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
金
で
納
付
さ
れ
た
方
（
本
人
の
み
）

　

年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
（
１
月
下
旬
ま
で
に
送
付
）

納
入
通
知
書
で
納
付
さ
れ
た
方（
負
担
者
）

　

各
個
人
で
保
管
さ
れ
て
い
る
領
収
書

口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た
方（
負
担
者
）

　

市
か
ら
送
付
さ
れ
る
口
座
振
替
分
の

納
付
済
通
知
書
（
１
月
下
旬
に
送
付
）

※
送
付
さ
れ
た
通
知
や
こ
れ
ま
で
納
め

た
領
収
書
等
は
、
申
告
に
必
要
で
す

の
で
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
65
歳
未
満

の
方
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保

険
の
中
で
医
療
保
険
分
と
介
護
保
険

分
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
各
健
康
保
険
の
担
当
者
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

65
歳
以
上
の
方
で
１
年
間
の
納
付
額

高
齢
者
介
護
課
か
ら

税
の
申
告
に
関
す
る
ご
案
内

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す

が
不
明
の
場
合
は
、
市
が
発
行
す
る
納

付
証
明
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

本
人
ま
た
は
代
理
人
が
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、
高
齢
者
介

護
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

や
む
を
え
な
い
事
情
で
窓
口
で
の
申

請
が
難
し
い
場
合
は
、
電
話
に
よ
る
申

請
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
発
送
は
後

日
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
調
査

相
談
員
が
７
人
い
ま
す
。
相
談
員
は
、

毎
月
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
や

利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
が
日
ご
ろ
抱
い
て

い
る
疑
問
や
不
安
の
相
談
を
受
け
、
事

業
者
と
調
整
を
行
い
ま
す
。
相
談
員
に

は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
員
の
訪
問
を
希
望
す
る

方
は
、
高
齢
者
介
護
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
高
齢
者
介
護
課
☎
25

－

５
２
０
５

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
介
護
保

険
担
当

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

平
成
20
年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料

　

本
人
ま
た
は
代
理
人
が
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、
高
齢
者
介

護
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

や
む
を
え
な
い
事
情
で
窓
口
で
の
申

介
護
保
険
料
納
付
額
は

　
　

確
定
申
告
等
に

使
用
で
き
ま
す

介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
を

交
付
し
ま
す

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
介
護
保

険
担
当

　

吉
田
☎

　

大
滝
☎

介
護
サ
ー
ビ
ス
調
査
相
談
員
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　街中のさまざまな施設や店舗、公衆トイレなどに
は、建物の出入口に近い場所に「障がい者用駐車場」
が設置されています。
　「障がい者用駐車場」とは、車いすを使用している
方など、自動車のドアを全開にして乗り降りする必
要がある方のために設けられている幅の広い駐車場
のことをいいます。このスペースは、車いすを使用
している方だけでなく、松葉杖を使用している方や
妊娠をしている方なども利用することができます。
　「障がい者用駐車場」を必要とする方のために、

皆さんのご理解とご
協力をお願いし、私
たち一人ひとりのマ
ナーと思いやりで、
「助けあい　温もり
のまち」をつくりま
しょう。
問社会福祉課
　☎２５－５２０４

障がい者用駐車場マナーアップキャンペーン
～とめないでください！必要な方のために～
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申
込
資
格

○
保
護
者
が
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

○
学
校
に
入
学
が
決
定
し
た
（
申
請
は

入
学
予
定
で
可
）
学
生
の
保
護
者
の

方
で
、
入
学
準
備
金
の
調
達
が
困
難

で
あ
る
方
（
困
難
な
程
度
に
つ
い
て

は
、
規
則
で
定
め
る
経
済
的
基
準
に

よ
り
ま
す
。）

○
入
学
準
備
金
に
相
当
す
る
他
の
費
用

の
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
方

○
保
護
者
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
保
証
人
（
市
内
在
住
）
が
得
ら
れ
る
方

申
請
時
に
必
要
な
書
類

○
学
校
長
の
推
薦
書
・
成
績
証
明
書

○
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し

○
履
歴
書
（
形
式
自
由
）

○
保
護
者
の
未
納
税
額
の
な
い
こ
と
の

証
明
書
（
納
税
証
明
書
ま
た
は
非
課

税
証
明
書
）

市
の
「
入
学
準
備
金
制
度
」

「
奨
学
金
制
度
」

○
保
護
者
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

○
「
申
請
書
」
と
「
調
書
」（
学
校
教

育
課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）

申
請
書
受
付
期
間

　

１
月
５
日
㈪
〜
21
日
㈬

募
集
人
員　

10
人
程
度

※
申
請
は
、
入
学
予
定
で
も
で
き
ま
す
。

貸
し
付
け
が
決
定
し
、
そ
の
後
、
借

用
証
書
等
を
提
出
し
て
も
ら
う
と
き

に
、入
学
決
定
を
証
明
す
る
書
類（
合

格
通
知
書
の
写
し
等
）
を
添
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
資
格

○
保
護
者
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

（
武
山
・
髙
山
奨
学
生
の
保
護
者
は

２
年
以
上
）

○
学
校
長
の
推
薦
を
得
ら
れ
る
方

○
学
校
に
入
学
が
決
定
ま
た
は
在
学

中
で
、
学
資
の
支
出
が
困
難
で
あ
る

方
（
困
難
な
程
度
に
つ
い
て
は
、
規

則
で
定
め
る
経
済
的
基
準
に
よ
り
ま

す
。）

○
奨
学
金
に
相
当
す
る
他
の
学
資
の
貸

付
を
受
け
て
い
な
い
方

○
保
護
者
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
保
証
人
（
市
内
在
住
）
が
得
ら
れ
る
方

申
請
時
に
必
要
な
書
類

○
学
校
長
の
推
薦
書
・
成
績
証
明
書

　
（
髙
山
奨
学
生
は
、
推
薦
書
の
み
）

○
入
学
決
定
通
知
書
ま
た
は
在
学
証
明

書
の
写
し

○
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し

○
履
歴
書
（
形
式
自
由
）

○
保
護
者
の
未
納
税
額
の
な
い
こ
と
の

証
明
書
（
納
税
証
明
書
ま
た
は
非
課

税
証
明
書
）

○
保
護
者
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

○
「
申
請
書
」
と
「
調
書
」（
学
校
教

育
課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）

申
請
書
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

　

２
月
２
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈫

募
集
人
員　

各
奨
学
金
20
人
程
度

※
学
校
教
育
課
の
み
の
受
け
付
け
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
・
問
学
校
教
育
課
☎
25

－

５
２
２
８

奨　

学　

金

　

市
で
は
、
大
学
等
（
短
大
生
、
高
等
専
門
学
校
生
を
含
み
、
大
学
院
生
は
除
く
）

に
入
学
が
決
定
し
た
学
生
の
保
護
者
の
方
に
「
入
学
準
備
金
」
の
貸
し
付
け
を
、
ま

た
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校
、
大
学
等
に
入
学
が
決
定
し
た
方
お
よ
び

在
学
中
の
方
に
「
奨
学
金
」
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。
貸
付
額
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

入
学
準
備
金

武山育英資金 髙山奨学資金 奨学資金 入学準備金

対　象
および
貸付額

・高校生月額１万円以内
・大学生（短大生・高等
専門学校生を含み、大
学院生は除く）月額
５万円以内

専門学校生等（准看護学
校・看護学校・専修学校・
各種学校生、修業年限２
年以上）月額４万円以内

・高校生月額２万円以内
・大学生（短大生・高等
専門学校生を含み、大
学院生は除く）月額
４万円以内

大学生（短大生・高等専
門学校生を含み、大学院
生は除く）一時金100万円
以内

利　子 無　利　子
振 込
時 期 正規の修学期間内において、毎年５月と10月に６か月分をまとめて振り込みます。 平成21年２月から

償 還
期 間

貸付期間の終了した翌月
から10年以内

貸付期間の終了した翌月
から８年以内

貸付期間の終了した翌月
から10年以内

平成21年10月から４年以
内

借受者 学生または生徒 学生 学生または生徒 学生の保護者



表
の
土
を
洗

い
流
し
、
土

砂
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ

も
増
加
す
る

と
い
っ
た
悪

循
環
に
お
ち

い
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ま
た
、
昔

は
残
材
が
薪ま

き

と
し
て
利
用
さ
れ
、
林
内
も
き
れ
い
で

し
た
。
今
は
丸
太
を
取
っ
た
残
り
の

部
分
は
、
山
に
戻
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま

捨
て
置
か
れ
て
い
ま
す
。
間
伐
が
行
わ

れ
て
も
、
山
に
切
り
倒
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
光
景
を
見
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
林
に
残
さ
れ
て
い
る

林
地
残
材
や
、
林
道
脇
、
作
業
場
の

残
材
を
“
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
”
と
言
い

ま
す
。
秩
父
市
が
行
っ
て
い
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
こ
の
未
利
用
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

有
効
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
丸

太
を
取
っ
た
時
の
残
材
を
山
に
戻
さ
ず
、

そ
の
ま
ま
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
運
び
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

　

日
本
は
、
原
子
力
を
除
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
給
率
が
４
％
と
言
わ
れ
、
ほ

と
ん
ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
原
油
は
、
値
段
が
高
止
ま
る

傾
向
が
あ
り
、
将
来
、
枯
渇
す
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
と
っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
と
て
も
不
安
定
な
土
台

の
上
に
乗
っ
て
い
る
状
態
な
の
で
す
。

石
油
製
品
は
、
地
中
に
封
じ
込
め
ら
れ

て
い
た
Ｃ
Ｏ
２
を
燃
焼
に
伴
い
大
気

中
に
放
出
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生

活
は
、
こ
の
便
利
な
資
源
を
使
い
、
と

て
も
快
適
で
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
代
償
は
、
地
球
の
気
温

の
上
昇
に
よ
っ
て
、
今
後
、
海
面
の
上

昇
や
豪
雨
、
熱
波
、
干
ば
つ
な
ど
の
異

常
気
象
の
増
加
、
感
染
症
の
流
行
、
農

産
物
の
生
産
に
も
影
響
が
出
て
く
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
安
心
・
安
全
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
準
備
を

進
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
す
。

未
来
を
担
う
子
孫
の
た
め
に
も･･･

。

　

秩
父
市
に
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
が

あ
り
、
こ
れ
は
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た

貴
重
な
財
産
で
す
。
齢
級（
木
の
年
齢
）

に
よ
る
偏
り
は
あ
る
も
の
の
、
太
陽
が

存
在
す
る
限
り
、
伐
採
し
利
用
し
て
も
、

再
び
植
林
を
行
う
こ
と
で
再
生
産
が
可

能
な
資
源
で
す
。
今
、
秩
父
地
域
の
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
は
、
毎

年
20
万
㎥
の
成
長
量
が
あ
る
と
言
わ
れ
、

伐
採
量
よ
り
も
多
く
、
伐
っ
た
ら
植
え

る
と
い
う
循
環
型
利
用
に
よ
り
、
資
源

と
し
て
継
続
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
を
利
用
し
、
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
、
全
国
各
地
の
農
山

村
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
林
業
の
不

振
は
大
き
な
問
題
で
、
山
を
守
っ
て
い

く
こ
と
は
重
要
な
課
題
な
の
で
す
。

　

市
内
の
森
林
は
、
豊
か
な
荒
川
の
流

れ
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
県
内
流

域
を
潤
し
、
東
京
湾
に
注
い
で
い
ま

す
。
こ
の
清
流
も
、
森
林
が
適
切
に
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
、
特
に

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
は
、
植

え
て
か
ら
、
枝
打
ち
、
間
伐
な
ど
の
管

理
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
良
好
な
森
林

環
境
を
維
持
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
良

好
な
森
林
環
境
は
、
水
源
か
ん
養
、
生

物
多
様
性

保
全
、
土

砂
災
害
防

止
、
大
気

浄
化
、
Ｃ

Ｏ
２
（
二

酸
化
炭

素
）
吸
収
、

保
健
、
文

化
、
物
質

生
産
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
、
秩
父
市
の
林
業
従
事
者
は
、
50

年
前
の
10
分
の
１
ほ
ど
に
ま
で
減
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
拡
大
造
林
で
植
え

ら
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林

は
、
30
年
生
以
上
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
伐
採
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、
間
伐
な
ど
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
輸
入
材
の
利
用
が
多
く
、
日

本
の
木
材
自
給
率
は
20
％
と
言
わ
れ
、

こ
れ
で
は
林
業
が
衰
退
し
、
森
林
の
維

持
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
う
な
ず
け

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
が
荒
れ
た
状
態
で

は
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
っ
て
酸
素

を
出
す
光
合
成
は
進
み
ま
せ
ん
。
木
の

成
育
も
悪
く
、
森
林
に
太
陽
の
光
が
差

し
込
ま
な
い
た
め
、
下
草
が
生
え
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
強
い
雨
が
降
る
と
地

�2009年1月号

荒川の起点を示す石碑

間伐により整備された森林

　

今
月
号
か
ら
、
秩
父
市
が
取
り
組
む
「
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
第
１
回
目
は
、「
森
林
を
守
る
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

秩
父
市
の
面
積
の
87
％
を
占
め
、
荒
川
を
育
む
森
林
。
東
京
に
近
い
こ
と
か
ら
、

か
つ
て
秩
父
の
森
林
は
江
戸
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
で
し
た
。
今
、
自
然
環
境
と

共
生
し
な
が
ら
地
域
振
興
を
進
め
る
「
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
」
と
は･･･



ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村の足湯利用料金は中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！

　

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
、
京
都

議
定
書
に
よ
り
２
０
０
８
年
か
ら
２
０

１
２
年
ま
で
に
日
本
で
は
１
９
９
０
年

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
比
べ
て
６
％
削
減

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
削
減

量
の
半
分
以
上
（
３
・
８
％
）
は
森
林

が
成
長
過
程
で
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す
る
機

能
に
負
っ
て
お
り
、
温
暖
化
防
止
に
森

林
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

　

秩
父
市
で
は
、
貴
重
な
森
林
を
再

生
・
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
他
地
域

に
先
が
け
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を

始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
山
村
地
域

が
負
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ス
の
部
分
を
プ

ラ
ス
に
変
え
、﹁
森
と
水
の
力
﹂
を
発

揮
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

荒
川
流
域
に
源
流
森
林
の
大
切
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
流
域
全
体
で
秩
父
の
森

林
を
守
ろ
う
と
、
平
成
1₆
年
に
県
知
事

ほ
か
流
域
自
治
体
の
首
長
・
議
長
な
ど

約
６
０
０
人
が
集
ま
り
、﹁
荒
川
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
﹂
を

採
択
し
ま
し

た
。
こ
の
宣

言
に
基
づ
き
、

カ
エ
デ
な
ど

の
広
葉
樹
の

植
樹
や
林
内

の
バ
イ
オ
マ

ス
を
拾
い
出

す
﹁
薪
拾
い

イ
ベ
ン
ト
﹂、
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
、
苗

を
育
て
る
﹁
ど
ん
ぐ
り
を
拾
う
会
﹂
な

ど
を
流
域
か
ら
の
参
加
を
い
だ
だ
き

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料

に
な
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
山
か
ら
調
達
す

る
こ
と
、
国
内
初
の
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス

化
発
電
で
安
定
か
つ
安
全
に
電
気
と
熱

を
つ
く
る
こ
と
、
作
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
な
ど
、
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
で
行
っ
て
い
る
調
査
・

検
討
は
、
と
て
も
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

将
来
の
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
国
・
県
な
ど
と
も
連
携
し
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
、
日
本
は
た
く

さ
ん
の
化
石
燃
料
を
輸
入
し
、
国
外
に

お
金
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
資

源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
地
域

内
で
働
く
機
会
が
増
え
、
地
域
内
の
経

済
循
環
も
活
発
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
国
策
と
し
て

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

木
質
か
ら
電
気
、
熱
や
エ
タ
ノ
ー
ル
な

ど
を
、
下
水
汚
泥
・
生
ゴ
ミ
な
ど
か
ら

は
バ
イ
オ
ガ
ス
を
つ
く
り
自
動
車
燃
料

に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
い
、
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

国
際
社
会
で
は
、
生
命
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
、
２
０
５
０
年
に
は
現
在
よ
り
も
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
世
界
全
体
で
50
％
削
減

し
、
地
球
の
温
度
上
昇
を
約
２
℃
に
抑

え
よ
う
と
い
う
考
え
が
主
流
の
よ
う
で

す
。
こ
の
と
き
日
本
は
、
現
在
よ
り
も

₆0
～
₈0
％
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
必
要
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
保
全

や
木
材
利
用

な
ど
が
温
暖

化
防
止
に
は

重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い

る
こ
と
が
認

識
さ
れ
て
い

ま
す
。
森
林

と
の
共
生
を

進
め
、
将
来
の
た
め
に
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
。

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
課

　

☎
22

－

２
３
７
８

使用済みてんぷら油の回収場所を拡大！
　市では、公用車５台に使用済みのてんぷら油から作ったバイ
オディーゼル燃料を現在使用していますが、さらに利用を拡大
するため、原料となる使用済みてんぷら油の回収場所を拡大し
ます。
回収するてんぷら油は？
　より良いバイオディーゼル燃料を製造するため、次の条件の
ものとします。
○常温で液体の植物油
○あまり酸化（黒色）していないもの
○フライかすなどが大量に含まれていないもの
※ラードなどの動物油脂やエンジンオイルなどの鉱物油は対象
となりません。
回収方法など　
　使用済みてんぷら油は、ペットボトルなどに入れて下表の回
収場所に持ち込んでください。計量後、１ℓあたり１円で買い
取ります。
　なお、家庭などの使用済みてんぷら油は、個人で持ち込むか、
有価物回収事業として、町会や市民団体などで回収することも
できます。(回収容器等をお貸しできますのでご相談ください。)
問地域エネルギー・環境対策課　☎２２－２３７８

～回収場所と回収日程・時間～
場　　　　所 月 火 水 木 金 土 日

本庁舎（地域エネルギー・環境対策課） 午前９時～正午
午後１時～５時

  
吉田・大滝・荒川総合支所地域振興課
吉田元気村（☎78－₁₁₀₀）   午後１時～４時
移動図書館車 ※秩父図書館（☎₂₂－₀₉₄₃）までお問い合わせください。

※回収場所には、印鑑をご持参ください。　　※なお、₁₂月₂₉日㈪～１月３日㈯と祝日は除きます。

育てる

利用する

荒川流域の方も参加した薪拾いイベント

森林保全への取り組みを進めます
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子
ど
も
た
ち
を
狙
う
不
審
者
の
情
報

や
、
空
き
巣
な
ど
の
被
害
が
秩
父
市
で

も
報
告
さ
れ
る
中
、
地
元
地
域
を
巡
回

す
る
事
業
者
（
団
体
）
と
秩
父
市
、
秩

父
警
察
署
・
小
鹿
野
警
察
署
で
「
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り　

地
域
安
全

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
内
に
お

け
る
防
犯
や
交
通
安
全
の
広
報
活
動
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、
見
守
り
活

動
な
ど
を
「
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

11
月
26
日
に
、
新
た
に
「
株
式
会
社

埼
玉
富
士
」
が
「
地
域
安
全
に
関
す
る

協
定
」
へ
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
、
秩
父
市
、
秩
父
警
察
署
・
小

鹿
野
警
察
署
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
現
在
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
事
務
所
（
事
業
所
）
は
、
一
覧

の
と
お
り
49
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
安
心
・

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
民
間
企
業
・
団
体
を
、
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
22

－

２
２
０
６

地
域
安
全
に
関
す
る
協
定
を

新
た
に
締
結
！

安心・安全のまちづくり　地域安全に関する協定
Ｈ20年11月現在

No 団体名 No 団体名

１ 株式会社 ダスキンサーヴ北関東
ダスキンちちぶ 26 株式会社 サンセイ

２ 埼玉県電気工事工業組合 27 三国建設 株式会社

３ 株式会社 東京電力熊谷支社 28 有限会社 逸見建設

４ 株式会社 関電工北埼玉統括営業所
秩父営業所 29 株式会社 高野組

５ 株式会社 東京発電埼玉事業所 30 株式会社 下山工務店

６ ちちぶ農業協同組合 31 株式会社 三共工務店

７ 秩父液化石油ガス協同組合 32 黒澤建設 株式会社

８ 秩父市給排水設備指定工事店組合 33 株式会社 新井建設

９ 有限会社 喜多園水道部 34 津山建設工業 株式会社

10 建設埼玉 秩父地区本部 35 株式会社 中村工務店

11 株式会社 山口組 36 株式会社 岩崎工務店

12 秩父鉄道 株式会社 37 有限会社 城新組

13 日新陸運 株式会社 38 株式会社 日新テクノ

14 秩父通運 株式会社 39 医療法人 全和会

15 昭和通運 株式会社 40 西武リース 株式会社

16 株式会社 磯田建設 41 有限会社 おがわや

17 株式会社 ダイショウ 42 昭和工業 株式会社

18 株式会社 斎藤組 43 秩父ガス 株式会社

19 国進建設 株式会社 44 昭和電工 株式会社 秩父事業所

20 太洋建設 株式会社 45 株式会社 瀧石コーポレーション

21 株式会社 高橋組 46 株式会社 吉田工業所

22 株式会社 北爪組 47 有限会社 秩父楽器サービス

23 守屋八潮建設 株式会社 48 リビングウィル 株式会社

24 須田建設 株式会社 49 株式会社 埼玉富士

25 秩父土建 株式会社

今月の防災・防犯話し合いテーマ
災害時、安全に避難するためのポイントを確認しておきましょう！（「防災ハンドブック」21ページ参照）

ご寄附ありがとうございました
　次の方から、社会福祉のため
に寄附をいただきました。温か
な善意に感謝し、ご紹介します。

（平成20年11月）

▼４日、中央公民館市民ダンス
パーティー実行委員会様から
14,280円

▼ 18日、萩平歌舞伎舞台伝承会
（小池光夫会長）様から7,950円
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☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
レ
ン
タ

ル
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
出
品
者
を
募
集

中
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

秩
父
館
担
当　

柴
田
・
四
方
田

　

☎
24

－

８
８
５
６

　
（
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

☆
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
を

　

２
月
14
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
！

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

で
か
け
た
ら
…
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

休
憩
所
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
地
元
の
お
店
）
ほ
か

●
大
き
な
神
棚
は
一
見
の
価
値
あ
り
！

●
内
井
戸
発
見
！ 

見
に
来
て
ね
！

☆
地
元
の
方
、
観
光
客
の
方
、
ど
な
た

で
も
各
種
会
議
、
宴
会
に
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

物
品
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
を
実
施

主
な
取
引　

　

物
品
の
買
入
れ
、
修
繕
、
借
入
れ
、

印
刷
物
の
請
負
、
庁
舎
管
理
等
の
業
務

委
託
、
催
物
、
建
設
用
資
材
納
入
等

　

な
お
、
市
と
取
引
を
行
う
場
合
、
入

札
参
加
資
格
申
請
が
原
則
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
建
設
工
事
等
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
」
に
つ
い
て
の
受
付
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

主
な
添
付
書
類
は
、「
商
業
登
記
簿

謄
本
（
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
）」（
法

人
）、「
申
告
所
得
税
」（
個
人
）
ま
た

は
「
法
人
税
」（
法
人
）
お
よ
び
「
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
」
に
未
納
税

額
の
な
い
こ
と
の
証
明
書
を
、
市
内
業

者
は
、
市
税
の
未
納
税
額
の
な
い
こ
と

の
証
明
書
を
あ
わ
せ
て
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
添
付
書
類
の
詳
細
は
、

申
請
書
提
出
要
領
を
確
認
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
：
２
年
間

申
請
書
提
出
要
領
等
の
配
布
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
な
い
場
合
は
、
契
約
課
で
も
配

布
し
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
19
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
（
添
付
書
類
は
後
日
郵
送
）

　

た
だ
し
、
電
子
申
請
が
不
可
能
な
場

合
は
、
契
約
課
窓
口
ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
持
参
に
よ
る
窓
口
申

請
は
、
申
請
確
認
等
の
手
続
き
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
原
則
、
電
子
申

請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
書
様
式　

市
独
自
様
式

と　

き　

１
月
９
日
㈮

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

　

説
明
会
資
料
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
当

日
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
契
約
課
☎
25

－

５
２
１
６

　

平
成
21
・
22
年
度
に
市
が
発
注
す
る
物
品
等
に
係
る
競
争
入
札
・
見
積
等
に
参
加

を
希
望
す
る
業
者
は
、「
物
品
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

電
子
申
請
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
と
市
と
協
働
で
お
た
す
け
隊
を
派
遣

し
ま
す
。

◇
お
部
屋
の
お
掃
除

◇
話
し
相
手

◇
家
事
の
お
手
伝
い

◇
見
守
り

◇
散
歩
・
外
出
等
の
支
援

◇
網
戸
・
障
子
張
り

◇
そ
の
他
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
た
す
け
隊
員
も
随
時
募
集
中
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

福
祉
事
業
部　

担
当
：
鈴
木
純

　

☎
24

－

８
８
５
６

　
（
月
〜
金
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

【
お
た
す
け
隊
】

あ
な
た
の
困
っ
た
を
お
手
伝
い
！

２
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て

　
　
　
　

通
常
販
売
し
て
お
り
ま
す
！

有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！

ご
贈
答
に
も
是
非
お
使
い
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

発
売
所　

市
内
36
店
舗

　
　
　
　
　

加
盟
店　

加
盟
店
シ
ー
ル

　
　
　
　
　

掲
示
の
市
内
商
店
街
や
大

　
　
　
　
　

型
店
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
４
６
２
店
舗
）

〜
お
知
ら
せ
〜

　

和
銅
奉
献
千
三
百
年
記
念
発
行
の
秩

父
市
共
通
商
品
券
「
和
同
開
珎
」
は
、

平
成
21
年
３

月
31
日
㈫
ま

で
の
使
用
期

限
と
な
り
ま

す
の
で
お
早

め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
の
操
作
説
明
会
を
開
催

〜
ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と

秩
父
館
か
ら
お
知
ら
せ
〜

日
本
初
コ
イ
ン
型

秩
父
市
共
通
商
品
券「
和
同
開
珎
」
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平成20年11月契約分　公共工事の発注状況の公表
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

問工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

（一般競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

12日 2月27日 大野原１号汚水枝幹線築造工事B
工区 大野原地内 8,505,000 8,190,000 96.30 ㈱小池工務店

地域整備部
下水道課
25－5218

12日 3月19日 下水道管渠築造工事２工区 大野原地内 9,555,000 9,555,000 100.00 ㈱小池工務店
地域整備部
下水道課
25－5218

12日 3月24日 橋立浄水場普通沈殿池改修等工事
実施設計業務委託 荒川久那地内 12,600,000 8,137,500 64.58 ㈱日本水道設

計社
水道部

浄水センター
23－6197

12日 3月19日 下水道管渠築造工事６工区 大野原地内 12,705,000 11,655,000 91.74 ㈱山本組
地域整備部
下水道課
25－5218

12日 3月24日 森林管理道日向沢線開設工事 荒川贄川地内 13,650,000 12,579,000 92.15 荒川建設㈱
荒川総合支所
地域振興課
54－2114

12日 3月11日 下水道管渠築造工事９工区 大宮地内 15,645,000 13,125,000 83.89 ㈲中島土木
地域整備部
下水道課
25－5218

12日 3月24日 山ノ根沢改修工事 田村地内 20,055,000 15,225,000 75.92 ㈲ナカケン
地域整備部
ダム河川課
22－2496

13日 3月24日 尾田蒔53号線道路改築工事 寺尾地内 40,740,000 31,374,000 77.01 ㈱日新テクノ
地域整備部

道路課
25－5213

27日 3月24日 （仮称）こども遊園地遊具施設工事 別所地内 69,930,000 65,520,000 93.69 ㈱斎藤組
地域整備部

公園課
22－2603

27日 3月24日 （仮称）こども遊園地園地整備工事 別所地内 103,950,000 81,774,000 78.67 ㈱日新テクノ
地域整備部

公園課
22－2603

27日 3月24日 （仮称）こども遊園地管理棟改修
工事 別所地内 138,600,000 109,200,000 78.79 

斎藤・有隣特
定建設工事共
同企業体

地域整備部
公園課

22－2603

(指名競争入札)

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

10日 3月10日 移動通信用鉄塔施設整備工事（吉
田半納局）

上吉田地内（半納
地区内） 19,110,000 17,850,000 93.41 

サンワコムシ
スエンジニア
リング㈱

総務部
情報政策課
22－2204

10日 3月13日 市立病院救急処置室等施設改修工事 桜木町8番9号 111,930,000 108,150,000 96.62 守屋八潮建設
㈱

地域整備部
教育施設課
25－5226

(随意契約)

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

10日 3月24日 久那４・６別所35・37号線集落排
水工事に伴う配水管布設替工事 久那、別所地内 6,531,000 5,670,000 86.82 ㈱斎藤組

水道部
工務課

25－5222

17日 3月24日 影森145・146号線配水管布設替工事 上影森他地内 8,694,000 8,610,000 99.03 ㈲山口土建
水道部
工務課

25－5222

17日 3月24日 原谷125・138号線配水管布設替工事 大野原地内 18,039,000 17,850,000 98.95 秩父土建㈱
水道部
工務課

25－5222

20日 3月24日 平成20年度秩父市地域情報通信基
盤整備工事（A工区） 荒川・大滝地内 57,540,000 56,700,000 98.54 ㈱東電通

総務部
情報政策課
22－2204

20日 3月24日 平成20年度秩父市地域情報通信基
盤整備工事（B工区） 荒川地内 87,780,000 87,465,000 99.64 日本コムシス

㈱

総務部
情報政策課
22－2204



お
年
寄
り
の
方
や
障
が
い
を

　

お
持
ち
の
方
・
外
国
か
ら

お
越
し
の
方
へ
の
お
も
て
な
し

　

今
月
は
、
お
年
寄
り
の
方
な
ど
に
対

す
る
「
お
も
て
な
し
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

秩
父
地
域
は
、
春
の
芝
桜
、
秋
の
龍

勢
祭
、
冬
の
秩
父
夜
祭
な
ど
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
豊
か

な
自
然
に
触
れ
る
た
め
、
ま
た
、
歴
史
・

文
化
を
訪
ね
て
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
お

客
様
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
市
で

は
、
秩
父
夜
祭
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
が
登
録
さ
れ
れ
ば
、
起
爆
剤
と
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

お
客
様
の
中
に
は
、
お
年
寄
り
や
障

が
い
を
持
つ
方
々
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
を
持
っ
て
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る

た
め
に
「
秩
父
」
を
訪
れ
ま
す
。

このページを折りにふれてご覧いただき、日ごろのおもてなしにお役立てください。

お
も
て
な
し
の
実
践
編
　

こ
の
よ
う
な
方
々
に
は
、
ど
の
よ
う

な
点
に
気
を
つ
け
て
「
お
も
て
な
し
」

を
す
れ
ば
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

秩
父
に
お
越
し
に
な
る
お
客
様
は
、

比
較
的
年
配
の
お
客
様
が
多
く
、
今
後
、

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
で
、
こ
の

傾
向
が
強
く
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

で
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
に
対
す
る

お
も
て
な
し
に
は
、
何
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
か
？

　

ま
ず
、「
や
さ
し
く
」
、
「
丁
寧
に
」
、

そ
し
て
「
わ
か
り
や
す
く
」
接
す
る
こ

と
で
す
。
た
だ
し
、
必
要
以
上
に
「
お

年
寄
り
」
扱
い
す
る
の
は
、
お
元
気
な

方
に
は

〝あ
り
が
た
迷
惑〟

に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
表
面

上
は
、「
健
康
」
、
「
元
気
」
に
見
え
る

方
で
も
、
例
え
ば
心
臓
を
患
っ
て
大
変

な
思
い
を
し
て
お
越
し
に
な
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
表
面
だ
け
見
る
の

で
は
な
く
、
十
分
配
慮
し
た
う
え
で
の

お
も
て
な
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
年
寄
り
の
方
に
対
す
る

お
も
て
な
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
お
も
て
な
し

も
、
お
年
寄
り
の
方
と
同
じ
く
、
や

さ
し
く
、
丁
寧
に
接
し
ま
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

介
助
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
、
さ
り
げ
な

い
介
助
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

外
国
か
ら
の
お
客
様
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
、
大
勢
の
方
が
大
挙
し
て

お
越
し
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
冒
頭
で
も
書
い
た
よ
う
に
、

秩
父
夜
祭
が
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
め

で
た
く
登
録
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
が「
秩
父
」

を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
外
国
か
ら
の
お
客
様
に
接

す
る
う
え
で
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

お
も
て
な
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　

ま
ず
難
し
い
の
が
「
会
話
」
を
す
る

こ
と
で
す
。
外
国
の
方
が
日
本
語
を
、

も
し
く
は
こ
ち
ら
が
外
国
語
を
話
せ
れ

ば
意
思
の
疎
通
が
で
き
ま
す
が
、
お
互

い
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
と
き
は
ま
ず
、
相
手
の
顔
、

目
を
し
っ
か
り
見
ま
す
（
ア
イ
コ
ン
タ

ク
ト
）。
相
手
の
方
が
何
を
聞
い
て
い

る
の
か
、
希
望
し
て
い
る
の
か
、
相
手

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
、
ゆ
っ
く
り
と

話
を
聞
け
ば
、
案
外
理
解
で
き
る
も
の

で
す
。
そ
こ
で
理
解
で
き
た
ら
日
本
語

で
も
、
片
言
の
外
国
語
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

の
で
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
お
話

す
れ
ば
結
構
相
手
に
伝
わ
る
も
の
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、「
目
」
を
下
や
横
に

向
け
ず
、
相
手
を
よ
く
見
て
、
堂
々
と

し
た
態
度
で
接
す
れ
ば
、
き
っ
と
分
か

り
あ
え
る
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
、
復
習
で
す
。
お
年
寄
り
、
障

が
い
の
あ
る
方
に
は
、「
丁
寧
に
」、「
や

さ
し
く
」、
外
国
か
ら
の
お
客
様
に
は
、

「
堂
々
と
接
し
て
」良
い
お
も
て
な
し
を
！

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－
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外
国
か
ら
の
お
客
様
へ
の

お
も
て
な
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
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ツ
の
森
旧
パ
ー
３
ゴ
ル
フ
場
跡
地
に
昆

虫
の
好
む
樹
木
を
植
栽
し
、
多
く
の
昆

虫
が
住
め
る
森
を
再
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
森
の
役
割
、
希
少
生
物
の

保
護
保
全
活
動
を
通
じ
、
昆
虫
の
生
態

や
人
と
昆
虫
（
自
然
）
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
学
習
し
、
昆
虫
の
魅
力
と
不
思

議
発
見
、
生
態
観
察
等
を
行
え
る
森
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

森
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会

　

☎
54

－
１
５
１
８

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会
は
、

つ
ぎ
の
３
つ
の
基
本
理
念
の
基
に
活
動

し
て
い
る
会
で
す
。

①
私
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
の
す

べ
て
に
興
味
を
持
ち
、
人
と
自
然
と

の
調
和
を
公
平
な
視
点
か
ら
学
び
行

動
し
ま
す
。

②
私
た
ち
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
自

然
環
境
の
問
題
点
と
解
決
策
を
、
関

係
す
る
機
関
や
人
た
ち
に
提
案
し
共

鳴
す
る
人
た
ち
と
と
も
に
、
よ
り
良

き
環
境
を
作
る
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

③
私
た
ち
は
自
然
社
会
へ
の
奉
仕
の
精

神
に
立
っ
て
行
動
し
ま
す
。

　

以
上
、
文
字
に
す
る
と
大
変
堅
苦
し

い
で
す
が
、
一
言
で
い
え
ば
秩
父
が
大

好
き
で
、
自
然
が
豊
か
で
人
情
味
あ
ふ

れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
る

た
め
に
集
ま
り
活
動
し
て
い
る
会
で
す
。

　

例
え
ば
、
秩
父
ミ
ュ
ー
パ
ー
ク
を
中

心
に
し
た
長
尾
根
丘
陵
森
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
自
然
観
察
会
を
実
施
し

多
く
の
人
た
ち
に
、
そ
こ
に
生
き
る
生

き
物
た
ち
の
営
み
を
通
じ
、
自
然
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
活
動
を
行
な
つ

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
ス
ポ
ー

問 月
12
日
（
月
・
祝
）
ま
で
の
毎
夜
５
時

〜
９
時
ま
で
、
１
月
１
日
〜
３
日
と
10

日
・
11
日
は
10
時
ま
で
の
点
灯
で
す
。

　

ま
た
、
荒
川
地
区
で
も
、「
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
街
を
明
る
く
す
る

会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、「
第
２
回
秩

父
荒
川
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
」

を
１
月
末
ま
で
開
催
中
で
す
。
約
40
件

の
出
展
作
品
が
荒
川
地
区
全
域
を
華
や

か
に
彩
っ
て
い
ま
す
。

　

寒
い
冬
の
季
節
で
す
が
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
点
灯
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
味
わ
い
に
、

出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22
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近
年
、
個
人
宅
や
公
園
な
ど
で
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
付
け
に
よ

り
、
夜
の
景
色
を
楽
し
く
、
美
し
く
彩

る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
冬
の
時
期
に
見
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
光
景
は
、
ど
こ
か
ほ
っ
と
温

ま
る
気
持
ち
に
も
な
れ
ま
す
。

　

昨
年
市
で
は
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
に

市
民
の
方
々
が
制
作
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
作
品
な
ど
を
飾
り
ま
し
た
。
ま

た
、
荒
川
地
区
で
も
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
市
の
「
ま
ち
お
こ
し
お
助
け

資
金
」
を
活
用
し
て
、「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
街
を
明
る
く
す
る
会
」

の
皆
さ
ん
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点

灯
し
て
、
荒
川
地
区
に
活
気
を
呼
び
込

み
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
市
民
の
方
々

か
ら
の
反
響
は
大
き
く
、
秩
父
夜
祭
が

終
わ
っ
た
後
の
静
か
な
秩
父
を
に
ぎ
や

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
市
で
は
規
模
の
拡
大

を
図
り
、
本
格
的
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
点
灯
さ
せ
、
さ
ら
に
楽
し
い
雰
囲

気
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。
場
所
は

昨
年
と
同
じ
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
で
、
１

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲植栽活動の様子

2009年1月号

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
活
性
化

▲平成20年夏に行った昆虫教室

▲今年度のミューズ
パークプールサイ
ドの様子

昨年度の荒川地区

▲

イルミネーション
コンテスト第１位
作品
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ら
、
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
も
楽

し
く
過
ご
す
夏
の
一
日
で
す
。

③
環
境
の
美
化
清
掃
作
業

　

地
域
内
の
道
路
・
遊
歩
道
な
ど
の
草

刈
・
花
の
植
え
付
け
の
ほ
か
、
19
年
度

か
ら
秩
父
市
の
「
ま
ち
お
こ
し
お
助
け

資
金
」
を
受
け
、
原
野
化
し
た
農
地
の

解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
作

業
に
汗
を
流
し
、
少
し
ず
つ
昔
の
良
き

古
里
の
姿
に
変
わ
る
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

④
活
動
資
金
の
獲
得

　

19
年
度
か
ら
市
や
商
工
会
の
協
力
を

得
て
、「
新
そ
ば
ま
つ
り
」、「
そ
ば
の

花
見
ま
つ
り
」
に
出
店
し
、
貴
重
な
活

動
資
金
を
得
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
じ
て
、
住
民
が
よ
り
親
密
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
四
季
を
通
じ
、
美

し
い
景
観
と
と
も
に
温
か
い
お
も
て
な

し
を
心
が
け
ま
す
。
散
策
の
折
に
は
、

ぜ
ひ
「
陽
野
」
の
地
に
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
陽
野
ふ
る
さ
と
会
会

員
一
同
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
陽
野
ふ
る
さ
と
会
（
事
務
局
：
長
谷

川
）
☎
54

－

１
８
７
８

　

陽
野
ふ
る
さ
と
会
は
、
荒
川
日
野
地

内
の
芦
川
・
寺
沢
地
域
の
全
住
民
が
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
は
住
民
が
自

ら
積
極
的
に
参
加
し
て
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
結
成
し
、
親
睦
や
交
流
を
図

る
こ
と
を
重
点
と
し
、
そ
の
価
値
に
つ

い
て
活
動
を
通
じ
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

①
「
春
の
道
草
展
」

　

民
家
の
軒
先
や
縁
側
、
路
傍
の
木
立

な
ど
に
会
員
や
近
郊
の
芸
術
家
の
皆
さ

ん
が
、
絵
画
・
彫
刻
・
写
真
・
生
け
花

な
ど
を
展
示
し
、
会
員
が
要
所
で
「
ず

り
あ
げ
う
ど
ん
」、「
も
ち
つ
き
」、「
喫
茶
」

な
ど
で
来
訪
者
に
お
も
て
な
し
を
し
て

い
ま
す
。
毎
年
４
月
の
第
２
土
・
日
に

開
催
し
、
県
内
各
地
、
都
内
な
ど
か
ら

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
、
咲
き
誇
る
花

の
周
回
路
を
散
策
し
な
が
ら
、
春
の
里

山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
「
夏
の
お
ひ
ま
ち
け
つ
あ
ぶ
り
」

　

夏
に
た
き
火
に
当
た
る
と
病
気
に
か

か
ら
な
い
と
い
う
故
事
に
な
ら
い
、
子

ど
も
や
高
齢
者
を
招
待
し
て
、
会
員
が

持
ち
寄
っ
た
食
材
で
、
芋
田
楽
・
豚

汁
・
流
し
そ
う
め
ん
・
焼
き
そ
ば
な
ど

を
作
り
、
お
も
て
な
し
を
す
る
納
涼
祭

で
す
。
毎
年
７
月
末
、
夏
休
み
に
合
わ

せ
開
催
し
、帰
省
し
た
多
く
の
「
外
孫
」

も
参
加
し
て
、
た
き
火
に
当
た
り
な
が

陽ひ

野の

ふ
る
さ
と
会

花の植え付けをする会の皆さん

の
楽
し
さ
、
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

④
水
辺
の
楽
校
（
秩
父
市
金
室
河
原
）

　

地
元
町
会
と
の
共
催
で
、
荒
川
の
川

辺
の
祭
り
、
水
質
調
査
を
実
施

⑤
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
発
表
会

　

小
中
学
生
が
環
境
を
テ
ー
マ
に
発
表

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
発
表
者
の
中

か
ら
は
、
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・
博
士

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
事
業
は
、
市
の
「
ま
ち

お
こ
し
お
助
け
資
金
」
を
受
け
、
事
業

内
容
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　

ど
な
た
で
も
当
会
の
事
業
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

問
秩
父
教
育
懇
話
会
事
務
局

　

☎
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秩
父
教
育
懇
話
会
は
、
秩
父
市
に
お

け
る
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
家
庭
教

育
等
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
「
ふ
る
さ
と
秩
父
」
を
愛
す
る

心
を
育
み
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
秩
父

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
15
年
６
月
20
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

会
の
活
動
は
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動

　

自
然
観
察
会
、
カ
ヌ
ー
教
室
や
落
ち

葉
、
枯
れ
木
等
を
材
料
と
し
た
ア
ー

ト
等
の
活
動
を
通
し
て
自
然
と
親
し
み
、

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
育
て
、
環
境
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
自
然
に
触
れ
、
環
境

保
全
の
大
切
さ
、
創
造
力
と
豊
か
な
心

を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

①
自
然
観
察
会

　

野
鳥
観
察
会
、
昆
虫
野
草
教
室
、
星

座
教
室
な
ど

②
親
子
等
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

年
２
回
、
春
・
秋
に
実
施

③
リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
（
１
泊
２
日
）

　

長
瀞
元
気
プ
ラ
ザ
に
宿
泊
し
て
カ

ヌ
ー
体
験
を
行
い
、
冒
険
の
と
き
め
き

と
達
成
の
喜
び
を
知
り
ま
す
。
ま
た
、

荒
川
の
ゴ
ミ
調
査
等
も
実
施
し
、
自
然

秩
父
教
育
懇
話
会

▲ふれあいハイクの様子

▲カヌーを初体験

※今月号も、ちちぶ夢創りおもてなし協議会とともに、「おもてなしのまちづくり」を行っている団体
等を紹介しています。
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新
た
な
年
を
迎
え
る
と
、
七
福
神
を

祀ま

つ

る
寺
院
を
巡
拝
し
て
福ふ

く

徳と

く

（
幸
福
と

利
徳
）
を
祈
る
七
福
神
め
ぐ
り
が
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、宝
物
を

積
み
、
七
福
神
の
乗
っ
た
宝
船
の
絵
は
、

縁
起
物
と
さ
れ
、
枕
の
下
に
置
く
と
良

い
初
夢
を
見
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

秩
父
で
は
、
昭
和
52
年
に
昭
和
新
撰

秩
父
七
福
神
巡
り
が
発
足
し
て
以
来
、

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
秩
父
七
福
神
の
う

ち
、
市
内
の
３
つ
の
寺
を
文
化
財
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
。

　

大
だ

い

し

ょ

う

ざ

ん

聖
山
金
仙
寺
は
、延
文
３
年（
１
３

５
８
）創
建
と
さ
れ
る
古
寺
で
、参
道
入

口
に
は
市
指
定
天
然
記
念
物
の
ス
ギ
の

巨
木
が
散
在
し
、
境
内
に
は
県
指
定
天

然
記
念
物
の
枝し

垂だ

れ

ザ
ク
ラ
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ１　今宮神社にある秩父最古の泉は？
　　①龍神池　②姿の池　③明神池

Ｑ２　節分に「ごもっともさま」の神事があるのは？
　　 ①宝登山神社　②椋神社　③三峯神社

おもてなしクイズ
※解答は24ページの欄外

秩
父
七
福
神
め
ぐ
り
と
文
化
財

　

秩
父
神
社
社
殿
の
北
側
に
あ
る
「
北ほ

く

辰し

ん

の
梟

ふ
く
ろ
う

」
の
彫
刻
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
の｢
北
辰
の
梟｣

は
、
真
北
を
向
き
、

祭
神
で
あ
る
妙

み
ょ
う
け
ん見
菩ぼ

薩さ

つ

を
守
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
北
極
星
の
方
向
か
ら
妙

見
神
が
現
れ
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
妙
見
菩
薩
が
北
辰
菩
薩
と

も
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
極
星
を
神

格
化
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

梟
は
昔
か
ら
知
恵
の
神
様
と
し
て
有

名
で
す
が
、
秩
父
神
社
の
御
祭
神
も
知

恵
の
神
「
八

や
ご
こ
ろ
お
も
い
が
ね
の
み
こ
と

意
思
兼
命
」
で
す
。
受
験

を
控
え
た
皆
さ
ん
、
勉
強
し
て
き
た
こ

と
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
北

辰
の
梟
」
に
お
願
い
し
て
み
て
は･･･

問
秩
父
神
社
☎
22

－

０
２
６
２

造
ら
れ
た
「
四
天
王
像
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
七
福
神
の

う
ち
、
布
袋
尊
（
和
尚
）
は
、
中
国
唐

代
の
僧
侶
で
す
。
ふ
く
よ
か
な
容
姿
で

お
腹
を
出
し
て
い
る
像
で
、
弥
勒
菩
薩

の
化
身
と
さ
れ
、
招

し

ょ

う

ぷ

く

か

い

う

ん

福
開
運
・
諸し

ょ

願が

ん

成
じ
ょ
う

就じ

ゅ

の
仏
様
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
堂
に
は
、
市
指
定
有
形
文

化
財
で
、
元
禄
８
年
（
１
６
９
５
）
に

木造阿弥陀如来立像（県指定有形文化財）

金こ
ん

仙せ
ん

寺じ

と
布ほ

袋て
い

尊そ
ん

　

光こ

う

臺だ

い

山さ

ん

惣
円
寺
は
、
浦
山
に
創
建
さ

れ
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
東
町
に

移
転
さ
れ
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
木も

く

造ぞ

う

阿あ

弥み

陀だ

如に

ょ

来ら

い

立
り
ゅ
う
ぞ
う像

を
本
尊
と
す
る
寺

院
で
す
。
こ
の
像
は
、
像
高
83
・
２
㎝
、

檜
ひ
の
き

寄よ

せ

木ぎ

造づ

く

り
で
、
快
慶
風
京
造
り
の
鎌

倉
時
代
後
期
の
作
で
す
。

惣そ
う

円え
ん

寺じ

と
弁べ

ん
ざ
い
て
ん

財
天

　

こ
の
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
弁
財
天
は
、

「
八は

っ

ぴ臂
大
弁
財
天
」
で
、
か
つ
て
の
像

は
火
災
に
よ
り
焼
失
し
ま
し
た
が
、「
開

運
八
臂
大
弁
財
天
神　

弘
法
大
師
御
作

秩
父
惣
円
寺
」
の
掛
け
軸
を
見
出
し
、

そ
の
お
姿
を
再
現
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

八臂大弁財天（写真中央）

　

弁
財
天
は
、
河
川
を
守
る
イ
ン
ド
の

女
神
と
さ
れ
、
音
楽
・
弁
才
・
福
智
・

延
寿
・
除
災
を
つ
か
さ
ど
る
神
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

金仙寺枝垂ザクラ（県指定天然記念物）

圓え
ん

福ぷ
く

寺じ

と
寿じ

ゅ
ろ
う
じ
ん

老
人

　

大だ

い

ほ

う寶
山ざ

ん

圓
福
寺
は
、応
安
６
年
（
１
３

７
３
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
山
門
が

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
山
門
は
、
元
禄
８
年
（
１
６

９
５
）
の
火
災
の
後
、享
保
16
年
（
１
７

３
１
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

寿
老
人
は
、
中
国
の
伝
説
中
の
人
物

で
す
。
像
の
姿
は
頭
が
長
く
、
杖
の
頭

に
は
巻
き
物
が
付
け
て
あ
り
、
団う

ち

わ扇
を 大寶山圓福禅寺山門（市指定有形文化財）

持
っ
た
老
人
で
、
鹿
を
従
え
て
い
ま
す
。

団
扇
は
難
を
払
い
、
鹿
は
三
千
年
も
の

長
寿
の
象
徴
と
さ
れ
、
南
極
星
の
化
身

で
あ
る
福ふ

く

ろ

く

じ

ゅ

禄
寿
と
同
じ
姿
で
す
が
、
長

寿
の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寺
の

寿
老
人
像
は
、
江
戸
時
代
の
作
で
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
神
社
仏
閣
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
っ
た
際
に
は
、
文
化
財
に
も
目

を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
文
化
財
保
護
課�

22

－

２
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《秩父七福神》
神　名 寺院名 所　在　地 福徳・ご利益

恵
え

比
び

寿
す

東林寺 横瀬町横瀬3537 忍耐と庶民救済

大
だい

黒
こく

天
てん

圓福寺 皆野町皆野293 五穀豊穣・子孫繁栄

布
ほ

袋
てい

金仙寺 秩父市下影森6650 福徳円満

福
ふく

禄
ろく

寿
じゅ

総持寺 長瀞町本野上924 長寿来福

毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

鳳林寺 小鹿野町下小鹿野1387 病魔退散・商売繁盛

弁
べん

財
ざい

天
てん

惣円寺 秩父市東町17-19 財宝来招・知恵の授け神

寿
じゅ

老
ろう

人
じん

円福寺 秩父市田村967 不老長寿

22
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川
の
汚
れ
の
７
割
は
、
台
所
や
風
呂

か
ら
の
生
活
排
水
で
す
。
家
庭
に
お
け

る
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
で
、
川
は
き

れ
い
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、　

　

秩
父
市
は
、
埼
玉
県
を
代
表
す
る
河

川
「
荒
川
」
の
上
流
域
を
任
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
民
は
も
と
よ
り
県
民

全
体
な
ど
か
ら
も
、
清
流
保
全
へ
の
要

望
や
対
策
が
高
ま
る
一
方
で
す
。

　

ま
ず
は
普
段
の
生
活
を
見
直
し
、
簡

単
な
こ
と
か
ら
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
の
何
気
な
い
動
作
の
一
つ
ひ

と
つ
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
を
し

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

　

埼
玉
県
水
環
境
課

　

☎
０
４
８
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11
月
27
日
、
さ
い
た
ま
市
の
知
事
公

館
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
の
「
彩
の

国
工
場
」
指
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

彩
の
国
工
場
と
は
、
県
内
の
技
術
や
環

境
面
等
で
優
れ
て
い
る
工
場
を
知
事
が

彩
の
国
づ
く
り
の
協
力
者
と
し
て
指
定

す
る
も
の
で
、
地
域
に
開
か
れ
、
愛
さ

れ
る
工
場
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
モ

デ
ル
工
場
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
の
事
業
所
で
は
今
年
度
、
半
導

体
や
液
晶
等
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

原
板
と
な
る
マ
ス
ク
ブ
ラ
ン
ク
ス
、
バ

イ
オ
解
析
に
使
用
さ
れ
る
Ｄ
Ａ
Ｎ
チ
ッ

プ
等
の
ガ
ラ
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
製
品
を
製
造

し
て
い
る
ア
ル
バ
ッ
ク
成
膜
㈱
お
よ
び

最
高
性
能
永
久
磁
石
用
の
合
金
製
造
お

よ
び
フ
ル
カ
ラ
ー
を
カ
バ
ー
す
る
超
高

輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
製
造
す
る
昭
和

電
工
㈱
秩
父
事
業
所
の
２
つ
の
事
業
所

が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

問
工
業
振
興
課
☎
22

－
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今
日
か
ら
み
ん
な
で

　市民の皆さんに安全でおいしい水を安定してお届
けするため、市の水道部では日夜、厳しい監視を続
けています。
●原水である河川水の法に基づく39項目の試験
●飲料水である給水栓から出る浄水の51項目の試験
●埼玉県で管理計画がなされている原水・浄水の13
項目の試験

●原水農薬の41項目の試験
　これらの水質試験・検査を実施し、適正な消毒が
なされているかの調査を行い、測定機器類の点検、
水の監視も行っています。
　「安心・安全な水を皆さんへ」を合言葉に、自然
が育

はぐく

む山間からの清らかな水を供給していきます。
※市ホームページでも水道事業のさまざまな情報を
ご覧いただけます。

問浄水センター☎２３－６１９７
　吉田事務所　☎７２－６０８５
　大滝事務所　☎５５－０３００
　荒川事務所　☎５４－２３９７

知事とアルバック成膜㈱ 橋本社長（右）知事と昭和電工㈱ 海老沼所長（右）

　市では、昭和電工㈱秩父事業所、
㈱武蔵野香料化学研究所秩父工場、
東洋パーツ㈱みどりが丘工場にご協
力をいただき、11月14日、親子で参
加をする企業見学会を開催しました。
　当日は、児童・生徒16人、保護者
13人が参加し、企業の技術を生かし
た実験や体験、また多関節産業用ロ
ボットの活躍に大きな感動を受ける
とともに、市内に立地する企業の魅
力を再確認しました。
問工業振興課☎２２－３４２８

親子企業見学会が
開催される

輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
製
造
す
る
昭
和

電
工
㈱
秩
父
事
業
所
の
２
つ
の
事
業
所

ア
ル
バ
ッ
ク
成
膜
株
式
会
社

昭
和
電
工
株
式
会
社
秩
父
事
業
所

「
彩
の
国
工
場
」
に
！

•
汚
れ
た
皿
は
紙
な
ど
で
ふ
き
取

っ
て
か
ら
洗
う

•
石
け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は

使
い
す
ぎ
な
い

•
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
や
掃
除

な
ど
に
使
う

「
川
の
再
生
」！

「彩の国工場」指定式

工場内を見学する皆さん
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おもてなしクイズの解答　Ｑ１　①龍神池　　Ｑ２　③三峯神社

「ハンバーグだいすき♡」

（上野町）

新井　悠
ゆ う た

太 くん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「うたとダンスが大好き♡」

（下吉田）

泉　蘭
らん

 ちゃん
「お外で遊ぶの

だ～いすき☆」

（野坂町）

黒澤琥
こ た ろ う

太郎 くん
「笑顔でポーズ♡」

（寺　尾）

山中　未
み ゆ う

結 ちゃん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（１月末締切り分→３月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）芳
衛
さ
ん
は
白
壁
に
落
と
す
影
か
ら
、
切
絵
の
世
界
を
見
つ
け
ま
し
た
。
季
節
の
生
み
だ
す
作
品
で
す
。
貞
二
さ
ん
の
飲

み
干
す
茶
柱
は
、
心
に
彈
み
を
つ
け
ま
す
。
今
回
は
菊
に
取
材
し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
、
大
仙
さ
ん
は
菊
人
形
の
武
者
の
凛り

り々

し
さ
を
香
り
で
表
白
し
、
秀
典
さ
ん
は
境
内
の
菊
花
展
の
清す

が
す
が々

し
さ
を
、
美
代
さ
ん
は
菊
花
展
の
賞
の
重
さ
を
描
い
て
い
ま
す
。

歳
晩
に
は
不
思
議
と
父
や
母
へ
の
思
い
が
脹ふ

く

ら
む
も
の
で
、
一
登
さ
ん
は
季
節
風
と
残
る
表
札
の
取
合
わ
せ
で
恋
う
る
父
を
描

き
、
麻
衣
さ
ん
は
風
の
音
に
母
の
声
を
聴
き
、
千
代
子
さ
ん
は
齢

よ
わ
い

を
重
ね
て
母
へ
の
思
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

白

壁

に

黄も
み

葉じ

の

創

る

切

絵

か

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
田
町　

山
中　

芳
衛

茶
柱
立
つ
茶
を
飲
み
干
し
て
柿
を
剝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
白
久　

高
橋　

貞
二

見
得
切
っ
て
香
り
を
放
つ
菊
の
武
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

表

札

に

残

る

父

の

名

雁か
り

渡わ
た

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
原　

黒
沢　

一
登

は
は
の
声
風
に
乗
り
来
る
十
日
ン

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

母
ほ
ど
に
丸
く
は
な
ら
ず
そ
ぞ
ろ
寒さ

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
影
森　

山
口
千
代
子

来
る
年
の
日
毎
安
か
れ
日
記
買
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

藤
田　

正
巳

境

内

に

香

り

の

籠

る

菊

花

展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

浜
田　

秀
典

金

賞

の

重

き

に

耐

え

し

鉢

の

菊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒　

谷　

中
村　

美
代

七
五
三
神み

籤く
じ

の
吉
を
ふ
と
こ
ろ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

竹
内
弥
太
郎　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
作
品
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

千
島
さ
ん
、
三
峯
山
頂
の
雨
情
、
茂
吉
の
歌
碑
へ
の
思
い
を
下
句
の
表
現
が
言
い
え
て
い
ま
す
。
中
野
さ
ん
、
生
き
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
幸
せ
の
こ
も
っ
た
毬
を
作
る
作
者
の
姿
が
浮
か
び
ま
す
。
内
田
さ
ん
、「
二
重
廻
し
」
今
で
は
め
っ
た
に
見
る

こ
と
の
な
い
男
物
の
コ
ー
ト
。
す
っ
ぽ
り
包
ま
れ
て
父
を
偲
び
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
、初
め
て
の
投
稿
、

曼
珠
沙
華
の
花
自
体
が
開
く
時
を
待
っ
て
い
た
と
詠
む
、
こ
の
感
性
は
大
事
に
し
て
短
歌
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

秋
惜
し
み
落
葉
踏
み
し
め
登
り
ゆ
く
雨
情
、
茂
吉
の
歌
碑
あ
る
峰
に 

三　

峰　

千
島
サ
マ
井

米
寿
ま
で
生
き
て
来
ら
れ
し
幸
せ
を
思
い
つ
つ
今
日
も
毬
を
か
が
り
ぬ 

上
吉
田　

中
野　

兼
子

形
見
な
る
二
重
廻
し
に
温
も
り
て
父
の
分
ま
で
初
日
お
ろ
が
む 

中　

町　

内
田　

定
男

指
折
り
て
待
ち
て
い
た
の
か
一
斉
に
野
山
を
飾
る
曼
珠
沙
華
の
花 

栃　

谷　

坂
本　

玲
子

携
帯
は
持
た
ず
に
行
こ
う
星
月
夜
私
の
好
き
な
自
由
な
時
間 

下
影
森　

江
田　

清
二

つ
ん
つ
ん
と
空
を
指
さ
す
鷹
の
爪
青
か
ら
実
り
の
赤
に
燃
え
立
つ 

下
吉
田　

小
林
み
ち
子

信
号
待
ち
の
ダ
ン
プ
の
兄
さ
ん
き
っ
と
パ
パ
幼
に
大
き
く
手
を
振
り
く
れ
る 

山　

田　

高
橋　

洋
子

懐
か
し
い
く
ぐ
り
戸
入
る
古
民
家
に
幼
き
頃
の
羽
子
板
を
見
る 

小　

柱　

設
楽　

キ
マ

み
仏
の
御
慈
悲
の
如
く
境
内
を
く
れ
な
い
に
染
む
紅
葉
眩
し
き 

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

あ
と
十と

と

せ年
生
き
長
ら
え
て
内
孫
の
角
隠
し
せ
し
姿
見
た
か
り 

吉
田
久
長　

関　
　

孝
一

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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●
平
成
20
年
度
文
芸
講
演
会

　

今
年
の
文
芸
講
演
会
は
、
赤
川
次
郎

さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

赤
川
さ
ん
は
、
推
理
作
家
と
し
て
著

名
で
、
２
０
０
６
年
に
は
、
第
９
回
日

本
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
大
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。「
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
」
シ

リ
ー
ズ
な
ど
、
多
数
の
人
気
シ
リ
ー
ズ

を
持
つ
、
日
本
を
代
表
す
る
人
気
作
家

の
ひ
と
り
で
す
。

演　

題　
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
作
家
心
得

と　

き　

２
月
11
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

申
込
開
始　

１
月
７
日
㈬
か
ら

入
場
料　

無
料

申
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整

理
券
は
秩
父
図
書
館
で
配
布
す
る
ほ
か
、

荒
川
図
書
館
、
吉
田
・
大
滝
分
館
、
市

役
所
１
階
総
合
窓
口
、
歴
史
文
化
伝
承

館
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
講
演
会
当
日
、
秩
父
図
書
館
は
臨
時

休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
親
子
で
楽
し
む

手
づ
く
り
絵
本
講
座
受
講
生
募
集

　

手
先
が
器

用
で
な
く
て

も
大
丈
夫
。

や
さ
し
く
楽

し
い
絵
本
の

作
り
方
を
お

教
え
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
17
日
㈫
、
３
月
３
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

秩
父
図
書
館
視
聴
覚
室

内　

容　
「
絵
本
の
は
な
し
」

　
　
　
　
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
作
り
」

定　

員　

２
歳
半
〜
６
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
。
15
組
限
定
（
先
着
順
） 

参
加
費　

無
料

申
込
期
間　

１
月
７
日
㈬
か
ら

受
付
場
所　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
他
、
電
話

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
絵
本
相
談
日

と　

き　

１
月
27
日
㈫
、
２
月
10
日
㈫
、

24
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

１
月
10
日
㈯
、
24
日
㈯
、
２

月
14
日
㈯
、
28
日
㈯
の
各
日
午
後
３
時

〜
（
約
40
分
）

内　

容　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年

児
童
向
け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し

し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
４
７
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
キ
ッ
ド

（
１
９
２
１
年
、
ア
メ
リ
カ
、
56
分
）

監　

督
・
主　

演　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

出　

演　

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ク
ー
ガ
ン
他

内　

容　

そ
の
母
親
は
、
迷
っ
た
結
果

赤
ん
坊
を
捨
て
て
し
ま
う
。
赤
ん
坊
は

放
浪
紳
士
（
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
）
に
拾
わ

れ
、
早
く
も
５
年
が
過
ぎ
た
。
５
歳
に

な
っ
た
キ
ッ
ド
は
石
を
投
げ
、
他
人
の

家
の
ガ
ラ
ス
窓
を
割
る
。
そ
こ
へ
ガ
ラ

ス
を
背
負
っ
た
放
浪
紳
士
が
通
り
か
か

る
。
キ
ッ
ド
の
母
親
は
、
歌
姫
と
な
っ

て
い
た
が
…
…
。

◎
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
生
誕
１
２
０
年
記
念

上
映
会
で
す
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
初
の

長
編
作
品
！　

映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。

１
月
29
日
㈭
午
後
１
時
30
分
開
映

会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

と　

き　

１
月
13
日
㈫
、
２
月
10
日
㈫

午
前
11
時
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と

し
た
や
さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

１
月
24
日
㈯
、
２
月
28
日
㈯

午
後
２
時
30
分
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本
や
紙
芝

居
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

催
し
物
の
ご
案
内

秩

父

図

書

館

秩

父

図

書

館

荒

川

図

書

館

荒

川

図

書

館

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－27
☎２２－０９４３
荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００
秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 日 　　　　　　大 17 火
２ 月 秩　荒　吉　　 18 水
３ 火 19 木
４ 水 20 金
５ 木 21 土 　　　　　　大
６ 金 22 日 　　　　　　大
７ 土 　　　　　　大 23 月 秩　荒　吉　　
８ 日 　　　　　　大 24 火
９ 月 秩　荒　吉　　 25 水
10 火 26 木
11 水 秩　　　吉　大 27 金 秩　
12 木 28 土 　　　　　　大
13 金
14 土 　　　　　　大
15 日 　　　　　　大
16 月 秩　荒　吉　　

２月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 木 秩　荒　吉　大 17 土 　　　　　　大
２ 金 秩　荒　吉　大 18 日 　　　　　　大
３ 土 秩　荒　吉　大 19 月 秩　荒　吉　　
４ 日 　　　　　　大 20 火
５ 月 秩　荒　吉　　 21 水
６ 火 22 木
７ 水 23 金
８ 木 24 土 　　　　　　大
９ 金 25 日 　　　　　　大
10 土 　　　　　　大 26 月 秩　荒　吉　　
11 日 　　　　　　大 27 火
12 月 　　荒　吉　大 28 水
13 火 秩　 29 木
14 水 30 金 秩　
15 木 31 土 　　　　　　大
16 金

１月

※秩…秩父図書館　荒…荒川図書館　吉…秩父図書館吉田分館　大…秩父図書館大滝分館

◇
1
月
１
日
〜
２
月
28
日
の
休
館
日
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※「平成20年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　１月20日㈫、２月17日㈫13：30～15：30（吉田振興会館３階）

※初めての方は直接または電話で吉田保健センター

へ申込み

●【ことばの相談】※予約制

●【乳幼児健診】

●【ＢＣＧ予防接種】生後３か月～６か月未満
　２月20日㈮　13：15～14：00

●【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
１月19日㈪、２月９日㈪

９：30～11：10（吉田振興会館３階）　

※初めての方は電話で吉田保健センターへ申込み

●【育児相談・健康相談】
　１月14日㈬、２月４日㈬　９：30～10：30

●【栄養相談】１月21日㈬、２月18日㈬　※予約制
申直接または電話で吉田保健センターへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月23日㈮
13：00～13：45

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成19年５・６月生まれ
平成17年８・９月生まれ

２月20日㈮ ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年９・ 10月生まれ
平成20年３・４月生まれ

●【健康相談・育児相談】
　１月13日㈫、２月10日㈫

　13：00～15：00（大滝総合支所内）

　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

●【親子ふれあい教室】０歳から就園前のお子さんとその保護者
２月３日㈫　10：30～11：30（大滝老人福祉センター）

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　１月22日㈭、２月５日㈭、19日㈭　９：30～11：10

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　１月28日㈬　13：15～14：00

　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【健康相談】
　１月14日㈬、２月４日㈬　13：30～14：30

※健康手帳をお持ちください。

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月２日㈪ 10：00～11：00 育児相談、身長・体重測定 乳　　幼　　児

いていない方は各保健センターまでお問い

合わせください。）

［三種混合］
対　象　生後３か月～7歳６か月未満
受け方　初回：３回接種（間隔は20～56日で接種）
　　　　追加：１回接種（初回３回目を接種した日

から１年～１年６か月の間に接種）

※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けて

ください。秩父保健センター（集団）でも受けら

れます。

●【ふたご・みつごの子育ての集い】
　ふたご・みつごの親同士の交流や子育てについての

座談会や、アドバイザーによる講話等を開催します。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月29日㈭
２月19日㈭ 13:00～16:00 ことばの発達、発音な

どに関する個別相談
ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月28日㈬ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年８・９月生まれ
平成20年２・３月生まれ

申１月30日㈮までに秩父保健センターまで電話でお

申し込みください。なお、当日は保育がありますの

で、希望される方は申込み時にお話しください。

月　日 時　間 場　　所 対　　　象

２月６日㈮ 10：00～11：30
（受付９：30～） 秩父保健所

０～３歳ごろまでのふたご・
みつごの親と、ふたご・みつ
ごを妊娠中の方

愛の献血にご協力を

問秩父保健センター献血担当☎２２－０６４８（代表）

１月９日㈮
９：30～12：00 秩父消防本部

13：30～16：00 介護老人保健施設
「うらら」

１月13日㈫ 13：30～16：00 荒川農村環境改善センター

１月15日㈭ 10：00～12：00
13：00～16：00 市役所１階ロビー

２月５日㈭ 10：00～12：00
13：00～16：00 秩父神社参集殿
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●【個別がん検診】

申毎月１～７日（土・日・祝

日を除く）に各保健センター

で申込みを受け付けています。

　検診についての詳しい内容

は、各保健センターまでお問

い合わせください。

検診名 対象年齢 料　　金

胃 が ん 検 診 40歳以上 2,500円

子 宮 が ん 検 診
20～39歳 1,300円

40歳以上 2,100円

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 500円

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理

解する」ことなどでお困りの方は、各保健センター

へご相談ください。

※言語リハビリ教室では、会話の援助や楽器演奏を

していただけるボランティアを随時募集していま

す。ご協力をいただける方は、各保健センターま

でご連絡ください。

●【指定医療機関で受けられる個別予防接種】
［麻しん風しん混合］
第１期：１歳～２歳未満

第２期：小学校就学前の１年間（第２期該当者へは

個別通知でお知らせしています。通知が届

月　　日 会　　場 実施時間

１月22日㈭ 秩父保健センター

13：30～15：30１月26日㈪ 荒川保健センター

１月27日㈫ 吉田保健センター

申２月13日㈮までに秩父保健センターへ

※普段お子さんが使用している歯ブラシ・コップ・

タオルと母子健康手帳をお持ちください。

●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書をお

持ちください。

※３か月を過ぎたお子さんは

ＢＣＧから受けましょう！

ＢＣＧの接種期間は３か月

間です。接種期間内に予防

接種が受けられない場合は、

各保健センターにお問い合

わせください。

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。

●【育児相談】

※育児相談と同時に、子育てに心配のある方などを

対象に、療育相談員による「すこやか相談」を実

施しています。（要予約）

●【歯みがき教室】平成19年１月～３月生まれの幼児
と　き　２月22日㈰　９：45～10：45
　　　　先着100人（予約制）

内　容　歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布、
「計測・育児相談（希望者のみ）」

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
２月12日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成17年10月生まれ
２月17日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成20年９月生まれ
２月18日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成20年４月生まれ
２月24日㈫ １ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成19年７月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月３日㈫ ９：30～10：30 育児相談、身長・体
重測定、赤ちゃん体操 乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三 種 混 合
１月９日㈮
２月６日㈮
３月10日㈫

13：30～14：30

生後３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ
１月26日㈪
２月25日㈬
３月16日㈪

生後３か月～６か月未満
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相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

Ｄ Ｖ 相 談 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－778522－7055
（身体障がい） ☎22－704521－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・生活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室　月～金曜　９時～17時
※火曜午後はカウンセラーが相談

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働

月～金曜　9時～17時　電話相談
　　　　　9時～16時　面接相談

労働相談センター
☎048－830－4522

月～金曜　８時30分～17時15分　面接相談
第3木曜　14時～16時
弁護士による面接相談

秩父地域振興センター
（要予約）☎24－1110

中小企業者向
けよろず金融

１/７㈬、２/４㈬  13時～16時30分  ※前々日
までに要予約　会場   歴文館５階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
１/10㈯、２/14㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 福祉女性会館　１/22㈭　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

２月３日㈫・19日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士２月10日㈫

10時～15時
吉田総合支所

（振興会館）
※電話で予約が必要です。
１月20日㈫　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権 毎月第２・４
水曜 13時～16時 秩父市役所

（3階相談室） 人権擁護委員

行 政

１月19日㈪
２月16日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
２月２日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
１月26日㈪
２月23日㈪ 大滝総合支所

１月19日㈪
２月９日㈪ 荒川総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消費生活（多重債務） 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 １月13日㈫・２月10日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 １月21日㈬・２月18日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ２月２日㈪　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ２月17日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について １月22日㈭・２月26日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 １月27日㈫・２月24日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 １月９日㈮・２月13日㈮
13時～15時 社会保険労務士

公 証 毎月第２・４火曜
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

　 　

Ａ
さ
ん
は
市
内
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。
２
人
の
子
ど
も
は
み
ん
な
、

県
外
に
住
ん
で
い
て
、
Ａ
さ
ん
を
訪
問

す
る
こ
と
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ
さ
ん
は
介
護
保
険
の
訪
問
介
護
（
ヘ

ル
パ
ー
）
を
利
用
し
て
一
人
暮
ら
し
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
、
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
な
り
、
大
切
な
書
類
や
お
金

の
管
理
に
不
安
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
や
水
道
代
、
電
気
代
な

ど
の
支
払
い
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
訪
問
す
る
日
も
忘
れ

が
ち
に
な
っ
た
り
、
一
人
暮
ら
し
を
す

る
こ
と
が
不
安
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
Ａ
さ
ん
は
、
高
齢
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
「
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
」
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
物
忘
れ
な
ど
の
あ

る
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
が
、
安
心
し
て
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
所
属
す
る
生
活
支
援
員
が
定
期
的
に

訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

や
、
暮
ら
し
に
必
要
な
お
金
の
出
し
入

れ
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

ね
っ
と
」
の
利
用
を
希
望
し
、
早
速
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
手
伝
う
内

容
を
決
め
た
計
画
書
が
で
き
あ
が
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
契
約
を
結
ん
だ
後
、

生
活
支
援
員
の
訪
問
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
Ａ
さ
ん
は
、「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
ね
っ
と
」
の
支
援
の
中
で
、
公
共
料

金
の
支
払
い
や
生
活
費
の
受
け
取
り
な

ど
の
支
援
を
受
け
る
「
日
常
的
金
銭
管

理
」
と
、
年
金
証
書
や
通
帳
・
保
険
証

書
を
預
か
っ
て
も
ら
う
「
書
類
等
預
か

り
サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
、
現
在
も
一
人

暮
ら
し
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
訪
問
介
護
と
合
わ
せ
て

こ
れ
ら
の
支
援
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

一
人
暮
ら
し
の
不
安
も
大
分
解
消
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
の
皆
さ
ん
の
相
談
に

乗
り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

身
近
な
方
の
心
配
事
に
つ
い
て
、
お
近

く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て

　

生
活
上
、
一
人
で
判
断
す
る

　
　

こ
と
に
不
安
が
出
て
き
た
ら
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「道路交通法」の一部改正により、自動車の後部座席についても、シートベルトの着用が義務付けられました。

付
加
年
金
と
は

　

平
成
20
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
は
７
９
２
，
１
０
０
円
（
満
額
＝

40
年
間
保
険
料
納
付
）
で
す
が
、
老
後

に
よ
り
多
く
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
た

い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
毎

月
の
保
険
料
（
平
成
20
年
度
は
１
４
，

４
１
０
円
）
の
ほ
か
に
上
乗
せ
で
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
付
加
年

金
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
定
額
で
す

付
加
保
険
料　

１
か
月
４
０
０
円

対
象
者　

第
一
号
被
保
険
者
ま
た
は
任

意
加
入
被
保
険
者
の
方

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
保
険
料
の
納

付
加
保
険
料
を

納
付
し
ま
せ
ん
か
？

付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
、
国
民
年
金

基
金
の
加
入
員
の
方
は
、
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
必

ず
付
加
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

付
加
年
金
額
に
つ
い
て

付
加
年
金
額
の
計
算
方
法

　

年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数
（
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
場
合
）

　

保
険
料
月
額
４
０
０
円
に
対
し
て
、

年
金
額
は
２
０
０
円
と
な
る
の
で
、
65

歳
か
ら
年
金
を
受
給
し
た
場
合
、
仮
に

１
年
間
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
れ

ば
、
２
年
間
で
付
加
保
険
料
相
当
分
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
計
算

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
付
加
年
金
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳

よ
り
前
に
繰
上
げ
受
給
ま
た
は
66
歳
以

後
に
繰
下
げ
受
給
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
付
加
年
金
額
も
老
齢
基
礎
年
金

の
減
額
率
お
よ
び
増
額
率
に
応
じ
て
減

額
ま
た
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

問
秩
父
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
27

－

６
５
６
１
（
埼
玉
国
民
年
金

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）

市
役
所
保
険
年
金
課
国
民
年
金
担
当

　

☎
25

－

５
２
０
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

　

秩
父
市
に
整
備
さ
れ
て
い
る
工
業
団

地
等
に
は
、
地
域
の
産
業
基
盤
を
支

え
る
魅
力
あ
る
多
く
の
企
業
が
立
地
し
、

そ
の
技
術
や
製
品
は
世
界
的
に
も
高
い

評
価
を
受
け
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
く
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
秩
父
市
に
暮
ら
し
、
ふ
る
さ

と
秩
父
で
ぜ
ひ
就
職
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
秩
父
の
企
業
情
報

　

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
や
広

域
秩
父
産
業
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム:

Ｆ
Ｉ

Ｎ
Ｄ 

Ｃ
ｈ
ⅰ
ｃ
ｈ
ⅰ
ｂ
ｕ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
秩
父
の
企
業
情
報
や
求

人
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
ち
ち
ぶ
の
求
人
企
業
合
同
就
職
面
接
会

と　

き　
１
月
26
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階

対　

象　
秩
父
に
就
職
を
希
望
す
る
方
お

よ
び
平
成
21
年
３
月
に
大
学
、
短
大
、
専

門
学
校
、
高
等
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
方

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

履
歴
書
（
数
部
）

●
大
学
生
等
企
業
見
学
会
・

　

合
同
就
職
説
明
会

と　

き　

３
月
２
日
㈪
〜
３
日
㈫
（
１

泊
２
日
）

と
こ
ろ　

秩
父
地
域
内
企
業
、
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
コ
テ
ー
ジ

（
宿
泊
）
な
ど

対　

象　

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等

に
在
籍
し
て
い
る
方
（
平
成
22
年
３
月

以
降
卒
業
予
定
者
）
で
秩
父
で
の
就
職

に
興
味
の
あ
る
方

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
（
秩
父
商

工
会
議
所
内
）
☎
22

－

４
４
１
１

HPhttp://w
w
w
.dokoikube.com

/koyo/

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
ｈ
ⅰ
ｃ
ｈ
ⅰ
ｂ
ｕ
事
務
局

（
地
場
産
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
25

－

０
０
８
８

HPh
ttp
://w
w
w
.fi n
d
-ch
ich
ib
u
.jp

秩
父
に
住
ん
で
働
こ
う
！

後期高齢者
　医療保険料の
　　口座振替について

　後期高齢者医療の保険料を特
別徴収（年金天引き）されてい
る方は、申請により、平成21年
度４月天引き分の保険料から口
座振替による保険料納付ができ
るようになりました。
申請方法　申出書・口座振替依
頼書（金融機関への届出印の押
印が必要）の提出が必要です。
申請期日は、平成21年２月５日
㈭までです。
※申請日を過ぎると年金天引き
から口座振替の切替えが遅れ
ます。国民健康保険税や保険
料の納付状況等により切替え
ができない場合もあります。

申・問保険年金課
　☎２２－２２１１
　　　内線１１３３・１１３４
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２１１６
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秩
父
市
と
皆
野
町
の
合
併
に
関
す
る

調
査
検
討
を
進
め
る
た
め
、
両
市
町
の

議
員
と
職
員
で
構
成
す
る
、
秩
父
市
・

皆
野
町
合
併
研
究
会
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。検
討
結
果
等
に
つ
い
て
は
、今
後

も
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
政
策
行
革
課
☎
22

－

２
２
０
２

皆
野
町
か
ら
の
合
併

　

申
し
入
れ
に
関
す
る

経
過
報
告

１

企
業
に
よ
る

農
業
経
営
が
可
能
に
！

２　

今
ま
で
は
、
一
般
の
株
式
会
社
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
農
地
の
権
利
を
取
得

し
て
農
業
を
始
め
る
に
は
、
農
業
を
主

た
る
事
業
と
す
る
農
業
生
産
法
人
を
設

立
す
る
以
外
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
構
造
改
革
特
区
制
度
に
お

い
て
、「
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人

に
対
す
る
農
地
の
貸
付
を
可
能
と
す
る

農
地
法
の
特
例
措
置
（
リ
ー
ス
特
区
）」

が
講
じ
ら
れ
、
こ
の
措
置
を
活
用
し
て

農
業
に
参
入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

平
成
17
年
９
月
に
「
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
」
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
措
置

を
活
用
し
て
農
業
に
参
入
す
る
法
人
が

全
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
の
農
業
参
入
に
よ
る
効
果

・
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

・
余
剰
労
働
力
活
用
の
場
の
確
保

・
建
設
用
機
械
の
活
用

・
兼
業
農
家
社
員
の
農
業
技
術
の
活
用

・
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保

・
耕
作
放
棄
地
の
解
消

　

国
の
支
援
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
当

市
で
も
参
入
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
☎
25

－

５
２
１
０

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
の
た
め
、
耕
作
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

て
い
る
農
地
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

食
の
安
全
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、

自
分
の
食
べ
る
も
の
は
自
分
で
作
る
た

め
に
、
耕
作
し
て
い
な
い
農
地
を
蘇
ら

せ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
内
容
は
、
所
有
す
る
田
・

畑
の
樹
木
の
抜
根
、深
耕
切
返
し
、ロ
ー

タ
リ
ー
、
草
刈
り
な
ど
を
行
う
際
の
委

託
料
や
機
械
の
リ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
あ
り
）
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
☎
25

－

５
２
１
０

耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
の

補
助
金
を
助
成

３

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

４も
う
一
度
事
業
用
資
産
の
見
直
し
を

　

償
却
資
産
と
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
の
土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
の

用
に
供
す
る
構
築
物
、
機
械
お
よ
び
装

置
、
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
ら
な
い
車
両
、
工
具
器

具
お
よ
び
備
品
等
が
該
当
し
ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

法
人
や
個
人
の
経
営
者
の
方
で
、
平

成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
、
事

業
の
た
め
に
償
却
資
産
（
遊
休
、簿
外
、

償
却
済
み
等
を
含
む
）
を
使
用
し
、
減

価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
費
が
法
人

税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ

る
所
得
の
計
算
上
損
金
と
し
た
も
の
や
、

必
要
経
費
に
算
入
す
る
も
の
を
所
有
し

て
い
る
方

申
告
方
法

　

申
告
用
紙
（
課
税
課
、吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。）

に
記
載
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
ま
で
に
償
却
資
産
の
申

告
を
さ
れ
て
い
る
方
、
秩
父
市
へ
平
成

20
年
中
に
法
人
登
録
、
個
人
営
業
届
を

提
出
し
て
い
る
方
に
は
、
12
月
中
旬
に

償
却
資
産
の
申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
ご
確
認
の
う
え
、
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
で

「
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関

す
る
省
令
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
機
械

お
よ
び
装
置
を
中
心
に
、
資
産
区
分
の

見
直
し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
申
告
に
お
い
て
、
耐
用
年
数

省
令
の
改
正
に
該
当
す
る
資
産
は
、
改

正
後
の
耐
用
年
数
の
記
載
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間　

１
月
５
日
㈪
～
２
月
２
日
㈪

申
告
場
所　

課
税
課
ま
た
は
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

問
課
税
課
資
産
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
７
９
・
１
２
７
５

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５

広告
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不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったが、
まだ利用できるものなので譲りたい、または、譲っ
てほしいという希望者を登録し、紹介しています。
なお、無料譲渡を条件とします。

申・問市民生活課　☎２５－５２００

お譲りします！
編み機、学習机・椅子、振子式時計、マウンテ
ンバイク（₂₆インチ）
お譲りください！
うどん用めん棒・こね鉢、婦人用自転車、チャイル
ドシート、ベビーベッド用メリーゴーラウンド、卓球台、
ベビーベッド、チャイルドシート（乳児用）、二段ベッ
ド、スケートボード、足踏みミシン
登録状況
　譲りたい物 ５件
　譲ってほしい物 ₁₅件

（₁₂月８日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限りま

す。希望者は、電話にて市民生活課にご連絡く
ださい。

　　また、有効期間中に「譲れなくなった」また
は「譲り受ける必要がなくなった」という場合は、
必ず市民生活課までご連絡ください。

対　

象　

昨
年
１
月
か
ら
12
月
に

行
っ
た
水
道
の
検
針
に
よ
り
、
１
２
，

０
０
０
㎥
を
超
え
る
使
用
が
確
認
さ
れ

た
製
造
業
事
業
所

補
助
金
額　

１
２
，
０
０
０
㎥
を
超
え
る

部
分
に
対
し
、
１
㎥
当
た
り
10
円

※
明
ら
か
に
製
造
工
程
に
関
わ
ら
な

い
水
道
使
用
量
分
は
補
助
対
象
外
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
補
助
限
度
額
は

２
０
０
万
円
で
す
。

申
２
月
２
日
㈪
ま
で
に
申
請
書
等
を
工

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
今
年
度
新
た
に
対
象
と
な
る
事
業

所
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

多
量
に
水
を
使
う

　

製
造
業
事
業
所
の

水
道
料
金
を
一
部
補
助
！

５

小
規
模
事
業
者
登
録
の

受
付
を
実
施

７　

市
で
は
、
関
係
施
設
の
修
繕
等
の
契

約
（
80
万
円
未
満
の
工
事
お
よ
び
50
万

円
未
満
の
修
繕
）
を
対
象
に
登
録
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
登
録
有
効
期
間
が
終
了
す
る

た
め
、
新
た
に
４
月
１
日
か
ら
の
登
録

を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

現
在
、
登
録
し
て
い
る
事
業
者
の
方

で
、
引
き
続
き
登
録
を
希
望
す
る
方
も

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
の

登
録
期
間
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か

ら
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

な
お
、平
成
21
・
22
年
度
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
業
者
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
対
象
者

①
市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
個
人

事
業
者

②
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、
か

つ
代
表
者
の
住
民
登
録
が
市
内
に
さ

れ
て
い
る
法
人

受
付
開
始
日　

２
月
２
日
㈪
か
ら

※
４
月
１
日
で
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合
、

３
月
1₆
日
㈪
ま
で
の
申
請
が
必
要

受
付
場
所　

工
業
振
興
課
お
よ
び
吉
田
・

大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

申
請
書
類

①
申
請
書

②
許
可
・
免
許
等
の
証
明
書
の
写
し

③
経
歴
書
（
右
記
②
が
無
い
場
合
）

④
未
納
税
額
の
な
い
こ
と
の
証
明
書

（
工
業
振
興
課
に
よ
る
調
査
を
了
承

す
る
場
合
は
省
略
で
き
ま
す
。）

⑤
新
規
に
登
録
す
る
方
は
、
代
金
の
振

込
先
が
わ
か
る
も
の

　

な
お
、
①
と
③
の
様
式
は
工
業
振
興

課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

地
域
振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

※
現
在
、
小
規
模
事
業
者
登
録
が
さ
れ

て
い
る
事
業
者
の
方
に
は
、
後
日
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、
出
産
さ
れ
た
場
合
の
出
産
育
児
一

時
金
の
金
額
が
、
平
成
21
年
１
月
１
日

以
降
に
出
産
さ
れ
た
方
へ
は
、
一
児
に

つ
き
38
万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
医
療
機
関
へ
の
委
任
払
い
に

つ
い
て
も
同
額
に
な
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
☎
25

－

５
２
０
１

出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
を
改
定

８

　平成21年５月21日から始まる「裁判員制度」。そ
の第一歩として、今年初めての裁判員候補者が誕
生しました。 埼玉県から誕生した裁判員候補者は
16,560人。裁判員候補者は、有権者の中から毎年新
しく誕生します。 あなたも、未来の裁判員候補者
です。
裁判員制度とは
　裁判員候補者から選ばれた裁判員が刑事裁判に参
加し、裁判官とともに、被告人が有罪か無罪か、有
罪の場合どのような刑にするかを決める制度です。
皆さんの経験や考えを裁判に反映させるために、裁
判員制度をご理解いただき、ぜひご協力をお願いし
ます。
ご注意を！
　電話で「裁判員に選任された」などと嘘を言い、
個人情報を聞き出そうとする悪質な事例がありまし
た。裁判所が、裁判員や裁判員候補者に選任された
ことを、電話で通知することはありません。そのよ
うな連絡を受けても個人情報を教えたりせず、最寄
りの裁判所や警察署にご相談ください。
問さいたま地方裁判所刑事訟

しょう

廷
て い

事務室裁判員係
　☎０４８－８６３－４１１１（内線５２０１）
●最高裁判所ウェブページ「裁判員制度」
URLhttp://www.saibanin.courts.go.jp

いよいよ始まります「裁判員制度」

１月12日（月・祝）までミューズパークのイルミネーション点灯中（毎夜５時～９時まで）
※１月１～３日・10日・11日は午後10時まで延長して点灯します！



2008年９月号 �

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

融
資
制
度
の
ご
案
内

９●
秩
父
市
ハ
イ
パ
ワ
ー
資
金
の
融
資
枠

拡
大（
総
融
資
枠
を
13
億
円
へ
拡
大
）

対　

象

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
ま
た
は
事
業
所

（
法
人
の
場
合
は
本
社
）
を
有
す
る
中

小
企
業
者
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方
（
こ
れ
か
ら
創
業
す
る
方
も
対
象
）

融
資
限
度
額　

２
，
０
０
０
万
円

資
金
使
途　

運
転
資
金
・
設
備
資
金

※
た
だ
し
、
借
入
金
の
返
済
、
税
金
の

支
払
い
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

融
資
期
間　

運
転
資
金
：
５
年
以
内

　
　
　
　

設
備
資
金
：
７
年
以
内

利　

率　

長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
同

率
の
固
定
金
利
（
融
資
額
の
１
％
分
の

利
子
を
市
が
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し

ま
す
。）

※
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
２
・
40
％
（
平

成
20
年
12
月
１
日
現
在
）

－
１
・

00
％
＝
１
・
40
％
（
実
際
の
ご
負
担
分
）

担　

保　

必
要
に
応
じ
て

保
証
人　

商
工
中
金
：
原
則
１
人
以
上

（
市
税
完
納
者
）

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
：
協
議
に
よ
る

信
用
保
証

　

商
工
中
金
：
必
要
に
応
じ
て

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
：
原
則
必
要

取
扱
金
融
機
関　

商
工
中
金
熊
谷
支
店
、

埼
玉
り
そ
な
銀
行
秩
父
支
店

　

平
成
20
年
12
月
１
日
現
在
の
取
扱
金

融
機
関
は
右
の
２
機
関
で
す
が
、
現
在
、

取
扱
店
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
商
業
振
興
課
ま
で
）

※
金
融
機
関
ご
と
に
融
資
枠
を
設
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
の
融
資
制
度

　

小
口
金
融
制
度
、
特
別
小
口
金
融
制

度
な
ど
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
い
内
容
は
、
市
報
ち
ち
ぶ
12
月
号
28

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
商
業
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
商
業
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
８

商
工
中
金
熊
谷
支
店

　

☎
０
４
８

－

５
２
５

－
３
７
５
１

埼
玉
り
そ
な
銀
行
秩
父
支
店

　

☎
22

－

３
８
５
０

●
経
済
産
業
省
の
中
小
企
業
支
援
に
つ

い
て
は
こ
ち
ら
ま
で

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

産
業
部
中
小
企
業
課

　

☎
０
４
８

－

６
０
０

－

０
３
３
４

中
小
企
業
金
融
課

　

☎
０
４
８

－

６
０
０

－

０
４
２
５

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

今
月
は

　
　

利
子
補
給
制
度
の

　
　
　
　
　

申
請
月
で
す

10　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
育
成
と
経

営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、
予
算
の
範

囲
内
で
借
入
金
の
利
子
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対　

象

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人

対
象
貸
付
制
度

①
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
秩
父
市
特
別
小
口
金
融
制
度

③
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸
付
制
度

④
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
国
民
生
活
事

業
融
資
制
度
（
旧
国
民
生
活
金
融
公

庫
融
資
制
度
）

※
市
町
村
合
併
前
（
平
成
17
年
３
月
31

日
以
前
）
の
借
入
れ
に
つ
い
て
は
従

来
と
同
様
で
す
。

※
市
内
で
の
事
業
活
動
の
た
め
に
借
入

れ
た
資
金
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
市
町
村
か
ら
利
子
補
給
を
受
け
て

い
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
制
度

資
金
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

補
給
率　

年
間
支
払
利
子
の
20
％
以
内

（
市
町
村
合
併
前
の
借
入
れ
に
つ
い
て

は
従
来
と
同
様
）

期　

間

　

最
初
に
補
給
を
受
け
た
年
か
ら
連
続

し
た
10
年
以
内
（
市
町
村
合
併
前
の
借

入
れ
に
つ
い
て
は
従
来
と
同
様
）

限
度
額　
１
世
帯
ま
た
は
１
事
業
主
10
万
円

受
付
期
間　

１
月
６
日
㈫
～
30
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
①
②
③
の
制
度

　

商
業
振
興
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

④
の
制
度

・
本
庁
管
内
の
事
業
所

　

→
秩
父
商
工
会
議
所

・
大
滝
管
内
の
事
業
所

　

→
秩
父
商
工
会
議
所
大
滝
支
所

・
吉
田
・
荒
川
管
内
の
事
業
所

　

→
吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

※
新
規（
平
成
20
年
１
月
以
降
）の
借
入

れ
が
あ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
商
業
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
８

吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

秩
父
商
工
会
議
所
☎
22

－

４
４
１
１

秩
父
商
工
会
議
所
大
滝
支
所

　

☎
55

－

０
６
６
１

　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
就
職

に
必
要
な
技
能
や
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
実
技
を
中
心
と
し
た
職
業
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間　

１
月
13
日
㈫
～
28
日
㈬

募
集
科
目　

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
訓
練
期

間
６
か
月
）

定　

員　

20
人

選
考
日　

２
月
４
日
㈬

選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
）

お
よ
び
面
接

授
業
料　

無
料
（
教
科
書
、
作
業
服
等

に
つ
い
て
は
別
途
自
己
負
担
あ
り
）

合
格
発
表　

２
月
10
日
㈫

問
秩
父
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
22

－

１
９
４
８

HPh
ttp

://w
w

w
.p

re
f.sa

ita
m

a
.

lg.jp
/A

07/B
C

09/

秩
父
高
等
技
術
専
門
校

平
成
21
年
４
月
入
校
生
募
集

11



�
秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

　

市
の
事
業
や
施
設
等
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
市
の
施

設
め
ぐ
り
」
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
27
日
㈮
午
前
８
時
45
分

市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
、
解
散
は
午

後
４
時
ご
ろ
の
予
定
（
雨
天
決
行
）

募
集
人
数　

25
人(

市
内
在
住
の
方)

参
加
費　

無
料
（
別
途
、
昼
食
代
と
し

て
、
７
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

見
学
施
設
等　

上
吉
田
複
合
型
老
人
福
祉
施

設
「
ひ
だ
ま
り
」
→
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ

ス
元
気
村
発
電
所
→
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

（
昼
食
・
園
内
の
施
設
見
学
）
→
荒
川

図
書
館
→
荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

そ
の
他　

バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所

で
は
、
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
か
ら
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
製
造
す
る
過
程
な

ど
を
体
験
し
な
が
ら
見
学
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
内
の
見
学

で
は
広
範
囲
を
歩
き
ま
す
の
で
、
動
き
や

す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
タ
オ
ル
等
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
１
月
21
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

問
広
報
広
聴
課
☎
22

－

２
５
０
５

市
の
施
設
め
ぐ
り

参
加
者
募
集
！

1₂　

市
内
の
産
業
に
お
い
て
卓
越
し
た
技

秩
父
市
優
秀
産
業
技
術
者
・

　
　
　

技
能
者
顕
彰
制
度

　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
募
集

1₃

術
お
よ
び
技
能
を
有
す
る
方
を
顕
彰
す

る
た
め
、
対
象
者
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
市
内
の
事
業
所
で
働
く
現
役
の
技
術

者
、
技
能
者
で
あ
る
こ
と

・
卓
越
し
た
技
術
、
技
能
を
有
す
る
こ

と
た
だ
し
技
能
を
有
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
そ
の
職
に
10
年
以
上
従
事
し
、

か
つ
年
齢
が
30
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
勤
務
実
績
、
勤
務
内
容
に
つ
い
て
他

の
技
術
者
、
技
能
者
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
方
で
あ
る
こ
と

被
顕
彰
者
の
推
薦　

顕
彰
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
自
薦
ま
た
は
事
業
所

も
し
く
は
業
界
団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ

り
、
所
属
す
る
商
工
会
議
所
等
を
経
由

し
て
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

推
薦
書
・
推
薦
調
書
・
被
顕

彰
候
補
者
の
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
技
術
・
技
能
の
程
度
お
よ
び
功
績
等

を
証
明
で
き
る
資
料
等

※
様
式
は
工
業
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

募
集
期
限　

１
月
23
日
㈮
ま
で

申
・
問
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

﹁
秩
父
市
立
病
院

　

中
長
期
計
画
お
よ
び

病
院
改
革
プ
ラ
ン
﹂︵
案
︶

１　

秩
父
市
立
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
と
経

営
健
全
化
に
関
し
て
、
計
画
的
に
そ
の

実
現
を
図
る
た
め
に
現
在
策
定
を
進
め

て
い
る
こ
の
案
に
つ
い
て

公
表
時
期
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

　

１
月
７
日
㈬
～
２
月
６
日
㈮

公
表
方
法

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

・
市
立
病
院
で
の
閲
覧

・
市
役
所
地
域
医
療
対
策
課
で
の
閲
覧

・
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
で
の
閲
覧

・
本
庁
舎
１
階
の
「
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
」
で
の
閲
覧

意
見
の
提
出
方
法

・
市
立
病
院
お
よ
び
地
域
医
療
対
策
課
、

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
へ
の
文
書
に
よ
る
提
出

・
市
立
病
院
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
る
提
出

問
市
立
病
院
管
理
課

　

☎
23

－

０
６
１
１

23

－

０
６
５
０

　

b
yo

in
@

city.ch
ich

ib
u
.lg.jp

　

秩
父
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
助
け
あ

い　

温
も
り
の
ま
ち
」
の
達
成
に
向
け

た
計
画
策
定
案
に
つ
い
て

公
表
時
期
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

　

１
月
21
日
㈬
～
２
月
20
日
㈮

公
表
方
法

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

・
社
会
福
祉
課
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
の
閲
覧

・
本
庁
舎
１
階
の
「
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
」
で
の
閲
覧

意
見
の
提
出
方
法

・
社
会
福
祉
課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
の
文

書
に
よ
る
提
出

・
社
会
福
祉
課
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
る
提
出

問
社
会
福
祉
課

　

☎
25

－

５
２
０
４

22

－

７
１
６
８

　

fu
ku

sh
i@

city.ch
ich

ibu
.lg.jp

　

市
の
平
成
21
～
23
年
度
の
高
齢
者
施

策
に
向
け
た
計
画
の
策
定
案
に
つ
い
て

公
表
時
期
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

　

１
月
29
日
㈭
～
２
月
27
日
㈮

公
表
方
法

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

・
高
齢
者
介
護
課
、
吉
田
・
大
滝
・
荒

川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
の
閲
覧

・
本
庁
舎
１
階
の
「
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
」
で
の
閲
覧

意
見
の
提
出
方
法

・
高
齢
者
介
護
課
お
よ
び
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

の
文
書
に
よ
る
提
出

・
高
齢
者
介
護
課
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出

問
高
齢
者
介
護
課

　

☎
25

－

５
２
０
５

22

－

７
１
６
８

　

kaigo
@

city.ch
ich

ib
u
.lg.jp

※
意
見
提
出
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
提

出
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

意
見
募
集

1₄

﹁
第
二
期
秩
父
市
障
害
者

福
祉
計
画
﹂︵
案
︶

２

﹁
秩
父
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
﹂︵
案
︶

３



2009年1月号 �

野
菜
づ
く
り
教
室

　

～
家
庭
菜
園
を
楽
し
む
～

15と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室

定　

員　
25
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
１
月
20
日
㈫
～
30
日
㈮
に
、
中
央
公

民
館
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　き 内　容　（講　師）

３月２日㈪
午後１時30分
～３時30分

野菜の旬・作付け方法を学ぶ
（秩父農林振興センター職員）

３月９日㈪
午後１時30分
～３時30分

土づくりを学ぶ
（秩父農林振興センター職員）

３月16日㈪
午後１時30分
～３時30分

家庭菜園実践者から学ぶ
（農業振興課職員

秩父市農業福祉会他）

　

初
心
者
歓
迎
！ 

基
礎
か
ら
楽
し
く

学
べ
ま
す
。

と　

き　
毎
週
日
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

影
森
公
民
館
講
堂

講　

師　

松
本　

茂 

氏

募
集
人
数　

成
人
男
女
各
５
人

参
加
費　

月
２
，
０
０
０
円

申
・
問
影
森
公
民
館
☎
22

－

０
７
７
７

影
森
公
民
館

日
曜
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

16

と　

き　

２
月
４
日
、
18
日
、
25
日
、
３

月
４
日
、18
日
、25
日
の
各
水
曜
日
（
全

６
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
美
術
・
陶
芸
室

定　

員　

30
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

講　

師　

加
藤　

正
雄 

氏

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

太
筆
、
細
筆
、
す
ず
り

※
初
日
に
購
入
の
斡
旋
を
し
ま
す
。（
全

部
で
４
，
５
０
０
円
程
度
）

申
１
月
27
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
中
央
公

民
館
（
☎
22

－
０
４
２
０
）
へ
申
込
み

中
央
公
民
館

初
め
て
の
水
墨
画
教
室

17●
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と　

き　

２
月
16
日
～
３
月
30
日
の
月

曜
日
（
３
月
９
日
を
除
く
全
６
回
）
午

前
10
時
～
正
午
の
部
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
の
部
（
同
内
容
）

定　

員　

各
部
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
部
２
，
０
０
０
円

申
込
開
始
日　

１
月
19
日
㈪
午
前
９
時
～

●
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と　

き　

２
月
21
日
～
３
月
28
日
の
土

曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
開
始
日　

１
月
24
日
㈯
午
前
９
時
～

申
各
教
室
と
も
、
参
加
費
を
添
え
て
文

化
体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
申
込
み

問
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
教
室

18

秩
父
市
く
ら
し
の
会
40
周
年
記
念

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

19　

演
奏
会
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
５
日
㈭

演
奏
会
：
午
後
１
時
～
２
時
20
分

講
演
会
：
午
後
２
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

テ
ー
マ　
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健

康
管
理
～
賢
い
患
者
に
な
る
た
め
に
～
」

講　

師　

秩
父
市
立
病
院

　
　
　
　

勅
使
河
原
正
敏
病
院
長

参
加
費　

無
料

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

　

い
き
い
き
楽
し
く
健
康
に
暮
ら
す
こ

と
の
知
恵
と
上
手
な
医
療
の
受
け
方
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
26
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

講　

師　

秩
父
市
立
病
院

　
　
　
　

勅
使
河
原
正
敏
病
院
長

定　

員　

１
５
０
人
（
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

参
加
費　

無
料

問
地
域
医
療
対
策
課
☎
22

－

２
２
７
９

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
し

て
い
け
る
よ
う
介
護
予
防
講
座
「
お
達

者
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
元
気
な
う

ち
か
ら
介
護
予
防
の
方
法
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館

対　

象　

65
歳
以
上
の
方

テ　ー　マ と　き 講　師 内　　　容 定員

「もの忘れについて」
　～いつまでも

いきいきと～

１月27日㈫
午後１時30分～

３時30分

秩父第一病院
水野裕司先生

講演「もの忘れともの忘
れ外来について」 60人

「リラックスして楽し
く歌おう童謡・唱歌」

２月17日㈫
午後１時30分～

３時30分
高橋　照先生 アコーディオンによる

歌と軽運動 60人

「健康と食生活」
　～乾物でつくる
おしゃれなおかず～

３月３日㈫
午前10時～
午後１時30分

管理栄養士
羽田裕美先生

栄養に関する講話と乾
物を使った調理実習、試
食

25人

申
・
問
電
話
に
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

２
５
８
２
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

地
域
医
療
講
演
会

　
「
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の

か
か
り
方
」

20

い
き
い
き
と
し
た
健
康
長
寿
の
た
め
に
！

　

介
護
予
防
講
座

「
お
達
者
塾
」

21



�
秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！

購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

　公民館活動の様子をご覧いただくため、演技発表
などを行います。
と　き　２月８日㈰　午前10時～午後４時ごろ
ところ　歴史文化伝承館ホール
定　員　260人

問中央公民館　☎２２－０４２０

公民館のつどい22
と　

き　

２
月
12
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

テ
ー
マ　

文
学
散
歩「
連
句
を
楽
し
む
」

講　

師　

権
頭
和
弥
先
生

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
１
月
16
日
㈮
か
ら
、
高
齢
者
憩
い
の

家
（
中
村
児
童
館
）（
☎
22

－

０
７
１

３
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
介
護
課

　

☎
₂₂

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

い
つ
ま
で
も 

若
々
し
く 

パ
ワ
フ
ル
に

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

23

予定時間 プ　ロ　グ　ラ　ム
10：00～10：20 開会式
10：20～10：₄0 影 森 公 民 館 スポーツ吹矢教室
10：₄0～11：00 中 央 公 民 館 女性コーラスクラブ
11：00～11：15 荒 川 公 民 館 荒川謡曲会
11：15～11：30 原 谷 公 民 館 社交ダンスクラブ
11：30～11：₄5 原 谷 公 民 館 太極拳クラブ
13：00～13：20 浦 山 公 民 館 大正琴教室
13：20～13：35 吉 田 公 民 館 ジョイハート（オカリナの演奏）
13：35～13：50 久 那 公 民 館 フラダンスクラブ
13：50～1₄：05 大 滝 公 民 館 コーラスおおたき
1₄：05～1₄：20 大 田 公 民 館 Ｃダンスクラブ
1₄：20～1₄：50 公民館利用者体験発表
1₄：50～15：10 尾田蒔公民館 大正琴クラブ
15：10～15：25 高 篠 公 民 館 木曜ダンスクラブ
15：25～15：₄0 中 央 公 民 館 ハーモニカクラブ
15：₄0～16：00 中 央 公 民 館 癒しのフラメンコクラブ
16：00～16：05 閉会式

秩
父
し
ゃ
く
し
菜
料
理

　

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
・

講
演
会

24と　

き　

２
月
15
日
㈰
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

内　

容　

①
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
表
彰
式

②
講
演
会
「
伝
統
食
と
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
（
仮
題
）」（
講
師
：
女
子
栄
養

大
学 

田
中
久
子
教
授
）　

③
入
賞
作
品
試
食
、
レ
シ
ピ
集
配
布

定　

員　

50
人
（
申
込
順
）

申
１
月
19
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
、

電
話
に
て
左
記
ま
で
申
込
み

問
秩
父
し
ゃ
く
し
菜
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

協
議
会（
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
25

－

１
３
１
０

と　

き　

２
月
15
日
㈰
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

Ａ
ク
ラ
ス
⋮
一
般
男
女
（
年
齢
制
限
な
し
）

Ｂ
ク
ラ
ス
⋮
35
歳
以
上
の
男
女
ま
た
は

高
校
生

Ｃ
ク
ラ
ス
⋮
50
歳
以
上
の
男
女
ま
た
は

初
心
者

※
混
合
で
の
申
込
み
は
い
ず
れ
も
男
子

の
組
と
し
ま
す
。

参
加
資
格　

秩
父
市
在
住
、
在
勤
（
高
校

生
可
）、
連
盟
登
録
者
お
よ
び
連
盟
で

認
め
た
方

参
加
費　

１
ペ
ア　

２
，
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生　
　
　

５
０
０
円

申
２
月
７
日
㈯
午
後
５
時
ま
で
に
左
記

へ
申
込
み
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※
申
込
み
用
紙
は
、
事
務
局
、
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

問
秩
父
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
事
務
局

浅
見
和
良
宅
☎
・

25

－

１
２
７
３

第
33
回 

市
長
杯
争
奪

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

25

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

26と　

き　

３
月
15
日
㈰
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人

費　

用　

１
，
５
０
０
円
（
教
本
、
保

険
料
）

指
導
者　
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

問
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

市
民
ス
キ
ー
教
室

27　

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
全
日
本

ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員
お
よ
び
文
部

大
臣
認
定
地
域
体
育
指
導
者
（
Ａ
・
Ｂ

級
）
が
責
任
を
持
っ
て
指
導
し
ま
す
。

初
め
て
の
お
子
さ
ん
も
歓
迎
し
ま
す
の

で
、
親
子
ス
キ
ー
教
室
と
し
て
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト

も
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
７
日
㈯
～
８
日
㈰

と
こ
ろ　

長
野
県
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
費　

大　

人
１
７
，
０
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も
１
４
，
０
０
０
円

※
バ
ス
代
・
宿
泊
料
・
夕
朝
食
・
傷
害

保
険
含
む

定　

員　

80
人

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈯
ま
で
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

申
町
田
宅
☎
23

－

８
１
３
３

と　

き　
１
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室

対　

象　

小
中
学
生
お
よ
び
一
般

定　

員　

80
人

内　

容　

金
田
幸
宏 

氏
（
秩
父
市
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
研
修
派
遣
職
員
）
に
よ

る
講
演
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
生
活
と
環

境
」、
秩
父
の
小
中
学
生
３
人
に
よ
る

環
境
発
表
会　

な
ど

参
加
費　

無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会

　

黒
澤
宅
☎
54

－

１
５
１
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会

新
春
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
演
会

28



2009年1月号 �

芸術文化会館での催し

〔各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください〕
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸出し、または、作品制作の活動の場
として、会議室の貸出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひ
ご利用ください。なお、詳細は下記までお問い合
わせください。
問芸術文化会館　☎２２－２４０６

30

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
年末年始（平成20年12月29日㈪～平成21
年１月３日㈯の６日間）

開館時間　午前９時～午後５時

と　　き 内　　　容 会　場

毎週木曜日
午前９時～午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中 会議室３

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生） 会議室３

シ
ル
バ
ー
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
集
い

29　

地
元
出
身
の
林
家
た
い
平
師
匠
を
お

招
き
し
、
日
本
の
伝
統
話
芸
で
あ
る
落

語
と
鈴
木
松
哲
寿
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三

味
線
の
力
強
い
演
奏
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
３
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出
演
者　

林
家
た
い
平
師
匠
（
落
語
）、

鈴
木
松
哲
寿
さ
ん
（
津
軽
三
味
線
）

対　

象　

70
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
お

よ
び
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方

入
場
料　

無
料

※
単
身
高
齢
者
の
方
に
は
巡
回
バ
ス

（
１
人
３
０
０
円
）
を
運
行
し
ま
す
。

申
込
期
限　

１
月
30
日
㈮
ま
で

申
単
身
高
齢
者
の
方

　

↓
地
域
の
在
宅
福
祉
員
さ
ん
へ

　

高
齢
者
世
帯
の
方

　

↓
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
へ

問
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
課

　
　

☎
22

－

１
５
１
４

　

吉
田
事
務
所
☎
77

－

１
１
７
７

　

大
滝
事
務
所
☎
55

－

０
８
４
７

　

荒
川
事
務
所
☎
54

－

２
９
６
８

　

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！　

と　

き　

２
月
１
日
㈰
午
前
11
時
、
午

後
１
時
か
ら
の
２
回

と
こ
ろ　

浦
山
ダ
ム
資
料
館
１
階

募
集
人
数　

各
回
20
人

参
加
費　

大
人
３
０
０
円
、
小
学
生

２
０
０
円
、
未
就
学
児
１
０
０
円

申
込
期
限　

１
月
25
日
㈰
ま
で

問
「
う
ら
ら
ぴ
あ
」
☎
24

－

３
３
３
３

浦
山
ダ
ム
資
料
館
﹁
う
ら
ら
ぴ
あ
﹂

も
ち
つ
き
体
験

31

第
₁₅
回 

親
子
土
曜
映
画
会

32　

学
校
週
５
日
制
の
土
曜
日
活
用
と
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、
小
中
学
生

親
子
を
対
象
と
し
て
開
催
し
ま
す
。　

と　

き　

２
月
14
日
㈯
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
上
映

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

作
品
名　
「
魔
法
に
か
け
ら
れ
て
」

入
場
料　

無
料

内　

容　

ア
ニ
メ
の
世
界
の
プ
リ
ン

セ
ス
が
迷
い
込
ん
だ
の
は
、
現
代
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
愛
を
語
る
歌
も
、
ヒ

ラ
ヒ
ラ
の
ド
レ
ス
も
止
め
ら
れ
、
魔
法

も
効
か
な
い
こ
の
大
都
会
か
ら
、
お
と

ぎ
の
国
に
戻
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
？

※
１
月
20
日
㈫
か
ら
整
理
券
を
各
公
民

館
で
配
布
し
ま
す
。（
１
，
０
０
０

枚
の
定
員
数
に
な
り
次
第
締
切
）
休

日
・
夜
間
は
、
中
央
公
民
館
で
配
布

し
ま
す
。（
午
後
９
時
ま
で
）

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
な
る
べ
く
乗

り
合
わ
せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
☎
23

－

２
２
９
４

秩
父
の
郷
土
写
真･

絵
画
展

33　

市
民
会
館
で
は
地
元
の
写
真･

絵
画

愛
好
家
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
13
日
㈮
～
２
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

展
示
作
品　

秩
父
地
域
に
関
係
す
る
行
事
、

植
物
、
風
景
等
の
写
真･

絵
画

入
場
料　

無
料

問
市
民
会
館
☎
24

－

６
０
０
０

第
₁₇
回 

秩
父
映
画
会

34と　

き　

１
月
25
日
㈰
午
前
11
時
～
、

午
後
２
時
～
、
午
後
５
時
～

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
シ
ニ

ア
・
高
校
生
以
下
・
障
が
い
者
８
０
０

円
（
当
日
券
は
各
２
０
０
円
増
し
）

※
時
間
指
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

チ
ケ
ッ
ト
Ｙ
Ａ
Ｏ
、
時
習
堂
、

喫
茶
軽
食
モ
ン
、
喫
茶
タ
カ
ノ
、
秩
父

生
協
病
院
、
カ
フ
ェ
ま
い
ん
、
か
り
ん

糖
み
つ
み
ね
、
し
ま
だ
美
容
室
、
出
浦

書
店
、
モ
ン
ブ
ラ
ン

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

秩
父
実
行
委
員
会

　

☎
０
４
８

－

５
５
１

－

４
５
９
２

写
真
展
「
奥
秩
父
の
四
季
」

35　

迫
力
あ
る
秩
父
の
山
岳
風
景
な
ど

を
撮
り
続
け
て
い
る
山
岳
写
真
家 

新

井
靖
男
さ
ん
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
13
日
㈫
～
30
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

大
滝
総
合
支
所
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
三
峰

入
場
料　

無
料

問
大
滝
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
55

－

０
１
０
１

上映作品
「ラストゲーム

最後の早慶戦」
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子

育

て

講

座

36　

家
庭
の
教
育
力
の
回
復
と
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
元
警
視
庁
警
察

官
の
幸
島
美
智
子 

氏
を
講
師
に
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
第
１
回

「
子
ど
も
を
犯
罪
の
加
害
者
に
し
な
い

子
育
て　

～
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
子

育
て
～
」

と　

き　

２
月
１
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

●
第
２
回

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来　

共
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か　

～
親
と
子
ど
も
た
ち
の
絆

を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
る
た
め
に
～
」

と　

き　

２
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

参
加
費　

無
料

※
片
方
の
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
な
る
べ

く
乗
り
合
わ
せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
☎
23

－
２
２
９
４

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

37と　

き　

２
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室

テ
ー
マ　

家
庭
を
よ
く
す
る
「
自
分
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は
！
」

参
加
費　

無
料

問
家
庭
倫
理
の
会
・
秩
父
準
支
部　

赤
坂

　

☎
24

－

１
３
９
５

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

38　

お
母
さ
ん
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
気

ま
ま
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
場
所
で
す
。

と　

き　

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

対　

象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

園
庭
開
放　

つ
ど
い
の
広
場
の
開
催
日

時
に
合
わ
せ
て
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
相
談　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ブ
ロ
グ

URLh
ttp

://b
lo

g
.liv

e
d

o
o

r.jp
/

n
p
o
h
ap

p
ycafe/

※
１
月
12
日
（
月
・
祝
）、
23
日
㈮
、
２
月
11

日
（
水
・
祝
）
の
行
事
は
お
休
み
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
市
が
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ
委
託

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
ち
ち
ぶ
幼
稚
園
☎
22

－

１
３
８
５

新
春
子
ど
も
お
茶
会

39　

青
年
茶
道
教
室
の
皆
さ
ん
に
、
お
点

前
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

と　

き　

１
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

対　

象　

お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
小
学

２
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
数　

30
人
（
保
護
者
含
む
）

参
加
費　

１
人
２
０
０
円（
お
菓
子
代
）

※
当
日
参
加
費
を
集
金
し
ま
す
。
ま
た
、

白
い
ソ
ッ
ク
ス
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
１
月
26
日
㈪
ま
で
に
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秩
父
農
工
科
学
高
校
演
劇
部

第
29
回 

自
主
公
演

40と　

き　

２
月
１
日
㈰

昼
の
部　

午
前
10
時
開
場
、
10
時
30
分

開
演
、
午
後
２
時
40
分
終
演

夜
の
部　

午
後
３
時
30
分
開
場
、
４
時

開
演
、
８
時
10
分
終
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内　

容　

①
横
内
謙
介 

作
「
愚
者
に
は
見
え
な

い
ラ･

マ
ン
チ
ャ
の
王
様
の
裸
」

②
鉄
び
ん
28
号 

作
「
勇
気
り
ん
り
ん

鈴
の
音
」

③
コ
イ
ケ
ユ
タ
カ 

作
「
千
の
ナ
イ
フ
」

（
第
57
回 

埼
玉
県
高
等
学
校
演
劇
中

央
発
表
会
出
場
作
品
）

入
場
料　

前
売
り
お
よ
び
電
話
予
約

５
０
０
円
、
当
日
７
０
０
円

問
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
演
劇
部　

　

☎
22

－

３
０
１
７

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

　

２
０
０
９
年
度
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

41　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
秩
父
演
習
林
ス

タ
ッ
フ
を
補
助
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。
毎
年
４
月
か
ら
12
月
に
開
講
さ

れ
る
全
10
講
座
を
３
年
以
内
に
受
講
す

る
と
「
秩
父
演
習
林
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

認
定
さ
れ
、
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

費　

用　
１
万
円（
３
年
分
保
険
料
込
み
）

対　

象　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方

募
集
人
数　

15
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。）

申
込
期
限　

２
月
13
日
㈮
（
消
印
有
効
）

申
往
復
は
が
き
に
「
養
成
講
座
応
募
」

と
明
記
し
、
住
所
、
氏ふ

り
が
な名

、
年
齢
、
性

別
、
☎
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
、

返
信
用
は
が
き
に
ご
自
分
の
住
所
と
氏

名
を
記
入
の
う
え
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
東
京
大
学
秩
父
演
習
林
企
画
調
整
係

　

〒
３
６
８

－

０
０
３
４　

日
野
田
町

１

－

１

－

４
９

　

☎
22

－

０
２
７
２

　

chichibu@
uf.a.u-tokyo.ac.jp

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

42●
田
舎
暮
ら
し
を
そ
っ
と
教
え
ま
す

　
「
和
の
灯
明
作
り
」

と　

き　

１
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

埼
玉
県
森
林
科
学
館

内　

容　

木
の
ぬ
く
も
り
と
光
の
あ
た

た
か
さ
を
感
じ
る
趣
の
あ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
灯
明
を
作
り
ま
す
。

参
加
費　

３
，
５
０
０
円
程
度

※
キ
ッ
ト
代
込
み
、
昼
食
（
鹿
肉
の
け

ん
ち
ん
汁
な
ど
）
付
、
保
険
料
含
む

募
集
人
数　

10
人
（
申
込
順
）

申
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６



2009年1月号 �

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

平日夜間小児初期救急

　

皆
さ
ん
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご

さ
い
ま
す
。

　

今
年
は
丑う

し

年
で
す
。

先
日
、
取
材
の
折
り

に
立
ち
寄
っ
た
と
あ

る
牧
場
で
、
た
く
さ

ん
の
牛
た
ち
が
干
し

草
を
食は

む
、
の
～
ん

び
り
と
し
た
光
景
に
、

何
だ
か
モ
ー
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
牛
が
と
て
も
視
力
の
弱

い
動
物
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

牧
場

の
方
に
よ
る
と
、
視
力
は
何
と
０
・
１
５
位
し
か

な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
聴
覚
と
臭
覚
が
優
れ
て
い

る
と
か
⋮
。
言
わ
れ
て
み
る
と
、
レ
ン
ズ
を
舐な

め

る
勢
い
で
近
づ
い
て
く
る
牛
さ
ん
ば
か
り
！ 

カ

メ
ラ
を
の
ぞ
き
な
が
ら
、
改
め
て
、
今
年
も
し
っ

か
り
と
世
を
見
据
え
、
何
事
に
も
黒こ

く

白び
ゃ
くを

付
け
て

物
事
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

１
月
１
日

水 野 医 院
石塚内科胃腸科医院
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（内）
（内・胃）

山 田
下影森
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎22－3315
☎24－5010
☎75－2332
☎52－3121

１
月
２
日

秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

桜木町
藤岡市旭町

☎23－0611
☎24－3111

１
月
３
日

あらいクリニック
秩父生協病院（小児科は午前のみ）
皆 野 病 院
中 田 医 院

（内・小）
（内・小）

本 町
阿保町
皆野町
藤岡市宮本町

☎25－2711
☎23－1300
☎62－6300
☎22－0385

１
月
４
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（外・内）

熊木町
下影森
小鹿野町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－1801
☎75－2332
☎23－9261

１
月
11
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
皆 野 病 院
光 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
皆野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－6329
☎62－6300
☎24－1234

１
月
12
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小・リウマチ）

熊木町
小鹿野町
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎75－0020
☎62－6300
☎52－3121

１
月
1₈
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（内・外）

熊木町
長瀞町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611
☎24－3111

１
月
25
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
秩 父 病 院
栗原胃腸科外科医院

（内・小）
（内・呼）

熊木町
小鹿野町
宮側町
藤岡市神田

☎23－8561
☎72－7447
☎22－3022
☎40－2299

２
月
１
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
小 鹿 野 中 央 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（ 小 ）
（内・小）

熊木町
皆 野 町
小鹿野町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎62－4585
☎75－2332
☎23－9261

２
月
８
日

医師会休日診療所
五 野 上 医 院
皆 野 病 院
光 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
大野原
皆野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－1587
☎62－6300
☎24－1234

２
月
11
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（ 内 ）

熊木町
日野田町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3000
☎22－3022
☎52－3121

２
月
15
日

医師会休日診療所
原 医 院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊木町
小鹿野町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎72－8088
☎23－0611
☎24－3111

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/~ishikai/）または、
藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.
html）のホームページで確認できます。

埼
玉
県
青
少
年
総
合

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
催
し

43●
冬
遊
び
の
つ
ど
い
①
・
②

と　

き　

①
２
月
７
日
㈯
～
８
日
㈰

　
　
　
　

②
２
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

内　

容　

雪
が
降
っ
た
ら
雪
遊
び
！ 

池
が
凍
れ
ば
カ
ー
リ
ン
グ
！ 

寒
い
か

ら
こ
そ
の
遊
び
が
満
載
！

対　

象　

親
子
ま
た
は
18
歳
以
上
の
方

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
，
９
０
０
円
（
食
費
３
食
、

宿
泊
費
、教
材
費
、保
険
料
、消
費
税
込
み
）

申
込
期
間　

①
１
月
４
日
㈰
～
31
日
㈯

②
１
月
４
日
㈰
～
２
月
７
日
㈯

※
雨
天
決
行
。
た
だ
し
荒
天
の
場
合
は
、

一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
ま
す
。

問
青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

１
４
６
３

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

44●
里
山
で
遊
ぼ
う
Ⅱ

　

早
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

と　

き　

２
月
21
日
㈯
午
前
10
時
～
22

日
㈰
午
後
１
時
（
１
泊
２
日
）

対　

象　

家
族
・
一
般

定　

員  

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費  

一
人
４
，
０
０
０
円
程
度

●
福
寿
草
と
薬
師
の
湯
ハ
イ
ク

と　

き　

２
月
18
日
㈬

対　

象　

20
歳
以
上
の
個
人
・
団
体

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費  

一
人
１
０
０
円

申
２
月
１
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
事
業
名
・
住
所
・
氏
名
・

☎
を
明
記
）
で
申
込
み

問
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

☎
55

－

０
０
１
４

55

－

０
０
６
３

み
ど
り
の
村
の
催
し

45●
ウ
サ
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

と　

き　

１
月
11
日
㈰
、
２
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
費　

無
料
（
申
込
み
不
要
）

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　
①
１
月
18
日
㈰
、②
２
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

①
１
月
10
日
㈯
、
②
２
月
６

日
㈮
（
必
着
）

申
往
復
は
が
き
（
イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を

記
入
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下
小
鹿
野
27

　

☎
75

－

３
４
４
１



39

日 月 火 水 木 金 土
１/４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

●育児相談（荒川） ●親子ふれあい教
室（荒川）

●三種混合予防接
種（秩父）

●親子ふれあい教
室（大滝）

11 12 13 14 15 16 17
●育児相談（秩父）
●健康相談・育児
相談（大滝）

●育児・健康相談
（吉田）
●健康相談（荒川）

●３歳児健診（秩
父）

18 19 20 21 22 23 24
●両親学級１日目
（秩父）
●親子ふれあい教
室（吉田）

●４か月健診（秩
父）

●よしだ元気塾
（吉田）

●10か月健診（秩
父）

●栄養相談（吉田）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●親子ふれあい教
室（荒川）

●１歳６か月・３
歳児健診（吉田）

25 26 27 28 29 30 31
●両親学級２日目
（秩父）

●BCG予防接種
（秩父）
●言語リハビリ教
室（荒川）

●１歳６か月児健
診（秩父）

●言語リハビリ
（吉田）

●４・10か月児健
診・BCG予 防
接種（荒川）

●両親学級３日目
（秩父）
●ことばの相談
（吉田）

２/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
●育児相談（荒川）●育児相談（秩父）

●親子ふれあい教
室（大滝）

●育児・健康相談
（吉田）
●健康相談（荒川）

●親子ふれあい教
室（荒川）

●三種混合予防接
種（秩父）

８ ９ 10 11 12 13 14
●親子ふれあい教
室（吉田）

●健康相談・育児
相談（大滝）

●３歳児健診（秩
父）

15 16 17 18 19 20 21
●４か月健診（秩
父）

●よしだ元気塾
（吉田）

●10か月健診（秩
父）

●栄養相談（吉田）

●ことばの相談
（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●４か月・10か月
児健診・ＢＣＧ
予防接種（吉田）

※詳細については、今月号26～27ページおよび12月号の「保健センターだより」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成20年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

成人の日

建国記念の日

１月
２月

保健センター
　カレンダー

埼玉県小児救急電話相談

電話番号　＃8000（シャープ8000番）
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時



2009年
1月
号

　11月14日（県民の日）に知事公館において、
「ゆる玉応援団結団式」が行われました。
　ゆる玉応援団は、埼玉県と県内９市の「ゆ
るキャラ」が、埼玉の魅力的な観光・物産など
の情報を広く発信するために結成されました。
　「ゆるキャラ」とは、国や地方公共団体な
どが地域のＰＲのために作成した特色ある

「ゆるいマスコットキャラクター」を略した
もので、秩父市からは、龍勢祭のマスコット
キャラクターの「りゅうごん」が参加し、知
事から団員№１の応援団団員任命書を交付さ
れました。

万一の災害に備え
「炊き出し講習会」

　荒川西小学校の５年生13人が、老人ホーム
「荒川園」を訪問しました。
　プレゼントタイムでは、児童たちは自作の
紙芝居や歌を披露し、自分たちで心をこめて
折った折り紙をプレゼントし、ひとりひとり
と握手をして、お年寄りと楽しく会話を交わ
しました。思いがけないプレゼントに、お年
寄り皆さんが笑顔を見せ、楽しいひとときを
過ごすことができました。
　短い時間でしたが、子どもたちにとっても
お年寄りとのふれあいは、かけがえのない１
日となりました。

　秩父中央ライオンズクラブの結成30周年記
念事業として、別所運動公園内に東屋風木造
休憩施設（二棟）の建築と記念植樹を寄贈し
ていただきました。
　東屋や記念樹は、スポーツを親しむ市民の
休憩場所としてだけでなく、広く市民の憩い
の場としてこれから活用させていただきます。
秩父中央ライオンズクラブの皆様には、結成
以来、さまざまな奉仕活動を継続して行って
いただいています。

秩父中央ライオンズクラブ

休憩施設と記念樹が寄贈されました

小学生が老人ホームを訪問

ゆる玉応援団結団式
11体のゆるキャラが、埼玉県の魅力をＰＲ

　大滝町会自主防災・防犯部会の各地区の炊
き出し班員になっている秩父市赤十字奉仕団
大滝支部の団員が11月17日、炊き出し講習と
研修会・交流会を行いました。
　炊き出し講習では、一度に100人分以上の
米が炊ける炊き出し釜の設置の仕方と、特殊
な袋に１合ずつ米を入れ、お湯の中で炊く
方法の講習や、「災害時の高齢者に対する生
活支援」について研修を受け、実演しまし
た。また、今回初めて秩父支部と交流会を開
き、活動状況などの発表や一緒に体操などを
教え合い、実り多い講習会となりました。

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　　koho@city.chichibu.lg.jp


